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荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。
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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから
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よき経 営 者をめざすものの団 体  それが法 人 会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支援す
る全国組織、それが法人会です。現在、約90万社の会員企業、41都道県に442の単位会を擁する団体として大きく発展し
ています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダー
としての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積
極的に行っています。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。
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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから
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【脂肪税・ポテトチップス税】

表紙イラストについて

世界のおもしろい税金シリーズ

肥満を増加させ健康に影響を与える可能性
のある飲食品に対しての課税である。一般
に、飽和脂肪酸や砂糖の加えられた飲料へ
の課税が検討、施行されている。加工食品
に課税するのではなく、その原材料である甘
味料に課税する方法も提案されている。

ルーマニア、フランスが脂肪税に該当する税
を導入している（ デンマークは2011年に導
入したが翌年に廃止した）。

ハンガリーは袋入りスナック菓子、クッキー、
炭酸飲料、栄養ドリンクなど、砂糖や塩分
が大量に含まれる食品や飲料を対象とした通
称「ポテトチップス税」として施行された。

3 第2回 通常総会

6 第2回 通常総会 特別講演会
江戸城天守を再建する「魅力と活力ある都市東京のシンボルとして」
講師：認定NPO法人江戸城天守を再建する会理事長　小竹直隆

8 着任のごあいさつ

9
本音トークの座談会S E R I E S
支部同士の情報を共有して活動しやすい環境に！
新支部長座談会 

15 税制講演会のご報告『相続税 ～よくある事例から～』
税制委員　小林誉光

16 神谷次彦 研修委員長インタビュー
「祖父そして父が力を尽くした荻窪法人会は、私にとって特別な存在です」

18

公益社団法人 荻窪法人会　特別講演会
2020東京オリンピック・パラリンピックに向けて！
～私たちにできること～
講師：オリンピックアスリート　朝日健太郎

20
青年部会 第 40 回 通常総会
女性部会 第38 回 総会
源泉部会 第 40 回 総会

23 e-Tax推進税理士事務所について

24
税制委員会より
相続税の税制改正 ～相続税申告について考えてみましょう～
税制委員　小島麻里（ 税理士 ）

26 税務コーナー　

28

委員会・部会報告・ブロック
東法連加入率第1位記念祝賀会（第2 回通常総会  第 4 部会員交流会）
第 3ブロック
第5ブロック
厚生事業委員会
税制委員会
源泉部会
青年部会
女性部会
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公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
第
2
回
通

常
総
会
が
5
月
28
日
（
水
）
に
杉
並
公
会

堂
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。（
総
会
の

前
に
感
謝
状
な
ら
び
に
表
彰
状
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
）
出
席
社
総
数
1
4
7
3

社
、
内
委
任
状
提
出
社
1
2
8
9
社
、
会

員
総
数
2
3
2
1
社
で
過
半
数
を
超
え
総

会
は
成
立
し
第
1
号
議
案
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

開
会
は
志
村
正
之
副
会
長
の
開
会
の
こ

と
ば
で
始
ま
り
、
小
竹
良
夫
会
長
を
議
長

に
選
出
し
審
議
の
結
果
、
第
1
号
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
村
田
孝
太
郎
荻
窪
税
務
署
長
を

は
じ
め
佐
々
井
幹
彦
杉
並
都
税
事
務
所
長

な
ど
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
案
の
議
決
後
会
員
増
強
優
秀
ブ
ロ
ッ

ク
感
謝
状
、
会
員
増
強
優
秀
支
部
感
謝
状
、

会
員
増
強
功
労
者
感
謝
状
、
優
良
経
理
職

員
表
彰
状
等
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
最
後
に

鹿
野
修
二
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
を
最

後
に
総
会
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

第1号議案	 平成25年度	収支決算報告
	 並びに監査報告承認の件
（報告事項）	平成25年度	事業報告
	 平成26年度	事業計画案
	 	 収支予算の件

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会

第
2
回
通
常
総
会

公
益
社
団
法
人	

荻
窪
法
人
会	

第
2
回
通
常
総
会
が
5
月
28
日
（
水
）
杉
並
公
会
堂	

小

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
通
常
総
会
の
議
案
の
第
1
号
議
案
は
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
来
賓
に
は
村
田
孝
太
郎
荻
窪
税
務
署
長
を
は
じ
め
諏
訪
公
二
杉
並
都
税
事
務
所
長

な
ど
の
方
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
組
織
委
員
会
か
ら
柴
田
副
会
長
と
田
中

委
員
長
に
よ
る
「
東
法
連
加
入
率
第
1
位
」
に
な
っ
た
報
告
と
お
礼
の
こ
と
ば
が
あ
り

ま
し
た
。

特
別
講
演
会
と
し
て
認
定
N
P
O
法
人　

江
戸
城
天
守
を
再
建
す
る
会　

小
竹
直
隆
理

事
長
に
よ
る
「
江
戸
城
天
守
を
再
建
し
よ
う
」
と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

総会の様子 東法連加入率第1位の報告をする柴田副会長と田中委員長
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本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
第
2
回
通
常
総
会
に
多
数
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
来
賓
と
し
て
、
荻
窪
税
務
署
村
田
署
長
様
は
じ
め
署

の
幹
部
の
皆
様
、
関
係
官
庁
の
皆
様
、
そ
し
て
友
誼
団
体

の
会
長
様
方
に
は
、
公
私
と
も
に
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
臨

席
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
荻
窪
法
人
会
は
公
益
社
団
化
し
た
初
年

度
と
し
て
、
8
の
委
員
会
・
5
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
3
の
部
会
、

そ
し
て
25
の
支
部
が
当
初
の
計
画
を
着
実
に
実
行
し
て
成

果
を
収
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
特
筆
す
べ
き
は
、

組
織
の
拡
充
に
お
い
て
組
織
率
80
％
を
達
成
し
て
東
京
49

法
人
会
の
中
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
実
績
を
作
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

荻
窪
法
人
会
63
年
の
歴
史
の
中
で
「
よ
き
伝
統
と
実
績
」

の
新
た
な
1
ペ
ー
ジ
が
作
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
努
力

い
た
だ
い
た
組
織
委
員
会
の
皆
様
、
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
会
員
の
皆
様
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
荻
窪
法
人
会
は
、
公
益
法
人
と
し
て
の

目
的
で
あ
り
ま
す
、
税
知
識
の
普
及
推
進
・
納
税
意
識
の

高
揚
・
税
制
改
正
の
要
望
・
青
少
年
に
対
す
る
租
税
教
育

な
ど
税
に
関
わ
る
事
業
、
そ
し
て
地
域
経
済
と
雇
用
の
担

い
手
で
あ
る
我
々
中
小
企
業
の
健
全
な
発
展
、
そ
し
て
地

域
・
社
会
貢
献
活
動
を
力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
日
ご
参
会
の
ご
来
賓
・
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡
単
で
す

が
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公益社団法人荻窪法人会 会長　小竹良夫

会長あいさつ

税
に
関
わ
る
事
業
、
中
小
企
業
の
健
全
な
発
展

そ
し
て
地
域
・
社
会
貢
献
活
動
を
力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
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本
日
は
公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
第
2
回
通
常
総
会
に

お
招
き
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
総
会

の
す
べ
て
の
議
案
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
顕
著
な
功
績

に
よ
り
表
彰
状
、
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
方
に

は
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
小
竹
会
長
は
じ
め
、
荻
窪
法
人
会
の
皆
さ
ま
に

は
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
格
別
な
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
荻
窪
法
人
会
は
新
し
い
公
益
法
人
制

度
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
の
4
月
か
ら
公
益
社
団
法
人
に
移

行
さ
れ
ま
し
た
。
公
益
化
を
機
に
、
東
法
連
第
1
の
加
入
率

を
目
指
す
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
ら
れ
、
見
事
に
そ
の

目
標
を
達
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
会
の
基
盤
で
あ

る
組
織
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
最
大
の
組

織
と
な
ら
れ
る
よ
う
、
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
に
よ
り

景
気
の
低
迷
か
ら
一
部
持
ち
直
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
雇
用
も
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
。
具
体
的
に
私
ど
も
荻
窪
税
務
署
の
状
況
を
見
ま
す
と
、

平
成
25
年
分
所
得
税
確
定
申
告
、
個
人
の
事
業
者
の
方
の
申

告
状
況
で
す
が
、
前
年
と
比
べ
ま
し
て
5
パ
ー
セ
ン
ト
の
方

が
税
金
を
納
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
増
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
滞
納
状
況
を
見
ま
す
と
、
昨
年
よ
り
新
規
発

生
の
件
数
、
ま
た
、
滞
納
税
額
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
大
企
業
か
ら
中
小
、
地
元
の
企

業
の
ほ
う
に
も
、
景
気
の
波
が
寄
せ
て
る
の
か
な
と
い
う
ふ

う
に
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
4
月
か
ら
消
費
税
率
が
5
パ
ー
セ
ン

ト
か
ら
8
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
、
税
率
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
消
費
税
に
対
す
る
国
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
高
め

る
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
消
費
税
の

適
正
な
課
税
、
滞
納
の
未
然
防
止
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
e

－

T
a
x
の
利
用
拡
大
に
つ
き
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
荻
窪
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
発

展
と
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

か
ら
祈
念
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
会
の
基
盤
で
あ
る

組
織
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

地
域
最
大
の
組
織
と
な
ら
れ
る
よ
う
、
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す

来賓祝辞
荻窪税務署 署長　村田孝太郎
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江
戸
城
再
建
3
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

私
ど
も
は
N
P
O
と
し
て
「
江
戸
城
寛
永

度
天
守
」
を
皇
居
の
東
御
苑
に
再
建
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
申
し
ま

し
て
も
、
私
は
決
し
て
怪
し
い
も
の
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
（
笑
）。
皇
居
の
東
御
苑
に
い

ら
し
た
こ
と
の
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、そ
こ
に
は
台
座
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
は
世
界
都
市
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
世
界
都
市
に
は
必
ず
そ
の
国
の
歴
史
と

伝
統
・
文
化
を
代
表
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
に
は
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

宮
殿
、
パ
リ
に
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
、
北
京

に
は
紫
禁
城
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
自
由
の

女
神
が
あ
り
ま
す
が
、
東
京
に
、
こ
れ
は
と

い
う
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、

必
ず
し
も
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
は
、
江
戸
城
再
建
に
つ
い
て
3

つ
の
目
標
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。
平
和
を
志
向
し
て
、
諸
外
国
か
ら
親
し

ま
れ
、
敬
愛
さ
れ
る
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
な

か
で
、
ま
ず
、
世
界
に
類
を
見
な
い
日
本
の

伝
統
と
文
化
を
再
評
価
し
、
日
本
人
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
復
活
を
成
し
遂
げ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
2
番
め
は
、
魅
力
あ
る
国
づ

く
り
「
観
光
立
国
」
を
と
い
う
こ
と
で
す
。

観
光
と
い
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
物
見
遊
山
で

は
な
く
、「
観
の
光
を
見
る
」
あ
る
い
は
「
魅

せ
る
」
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ

し
て
3
番
め
は
、
こ
れ
を
再
建
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
世
界
の
人
々
と
日
本
国
中
の
皆
様

と
の
共
生
と
交
流
の
拠
点
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

第
1
の
目
標
で
あ
る
「
伝
統
と
文
化
」

で
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
の

な
か
で
見
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
、
我
々
日
本
人

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
類
を
見
な

い
、
こ
の
国
の
た
ぐ
い
ま
れ
な
伝
統
と
文
化

を
見
直
し
、
そ
れ
を
代
表
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
首
都
東
京
に
作
り
、
魅
力
あ
る
国
づ
く

り
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
〝
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
見
失

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
〞
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
日
本
外
国
特
派
員
協
会
の

元
会
長
の
カ
ー
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ

ェ
レ
ン
氏
が
、『
な
ぜ
日
本
人
は
日
本
を
愛

せ
な
い
の
か
』
と
い
う
本
の
な
か
で
、
そ
れ

は
「
日
本
人
が
、
日
本
の
歴
史
を
忘
れ
た
か

ら
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
と

文
化
と
い
う
点
で
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン

チ
ン
ト
ン
と
い
う
米
国
の
学
者
が
著
書
『
文

明
の
衝
突
』
の
な
か
で
、「
日
本
は
世
界
8

大
文
明
文
化
圏
の
な
か
で
、
一
つ
の
国
で
、

一
つ
の
文
化
、
文
明
を
持
つ
世
界
唯
一
の
国
」

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
逝
き
し
世

の
面
影
』
と
い
う
本
の
な
か
で
渡
辺
京
二
氏

が
、
江
戸
時
代
の
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
日

本
を
訪
れ
た
外
国
人
の
日
本
に
対
す
る
印

象
は
異
口
同
音
に
「
貧
し
く
と
も
、
心
美
し

い
、
に
こ
や
か
で
、
満
ち
た
り
た
人
々
」
で

あ
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
フ
ラ

平成26年5月28日（水）、公益社団法人と
なって第2回の荻窪法人会総会が開催され
ました。特別講演として、講師に「江戸城
天守を再建する会」理事長の小竹直隆氏を
迎え、世界都市東京のシンボルとなるモニュ
メントとして、江戸城天守を再建しようとの
取り組みについてお話しいただきました。

江
戸
城
天
守
を
再
建
す
る

「
魅
力
と
活
力
あ
る

都
市
東
京
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
」

講師：
認定NPO法人
江戸城天守を再建する会
理事長 小竹直隆　

＜プロフィール＞
1932年生まれ。1957年早稲田大学卒業後、日本交通公社（JTB）入社、ニューヨーク支
店長などを経て90年代表取締役専務に就任。その後、観光政策審議会、合同審議会委
員として国の政策づくりに参画、東京都観光審議会委員として官民一体となった都市・東
京の観光振興策を答申するなど活躍。2006年3月NPO法人「江戸城再建を目指す会」を
設立、理事長に就任。2011年4月に国税庁から認定NPO法人として認定される。2013
年7月には「江戸城再建を目指す会」から「江戸城天守を再建する会」へ名称変更。

公益社団法人 荻窪法人会 第2回総会 特別講演会
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ン
ス
の
実
業
家
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
は
、『
日
本

の
開
国
』
の
な
か
で
「
日
本
人
は
、
大
切
な

も
の
を
あ
ま
り
に
も
早
く
捨
て
去
ろ
う
と
し

て
い
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

城
郭
建
築
の
最
高
到
達
点

　

20
世
紀
の
前
半
は
武
力
の
時
代
、
後
半

は
金
力
の
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
21
世
紀

は
魅
力
の
時
代
で
あ
る
と
、
東
京
大
学
月
尾

嘉
男
名
誉
教
授
は
語
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
観
光
と
は
「
観
の
光

を
見
る
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
国
の
光
を
発

信
す
る
こ
と
を
私
は
強
く
訴
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
第
2
の
目
標
は「
観
光
立
国
」で
す
。

世
界
は
い
ま
大
交
流
時
代
に
入
り
、
観
光
や

外
国
人
誘
致
を
め
ぐ
っ
て
国
と
都
市
が
大
競

争
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
海
外
旅
行
は
一

流
、
外
国
人
誘
致
は
三
流
と
い
わ
れ
て
、
世

界
の
大
交
流
時
代
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
観
光
は

広
大
な
経
済
波
及
効
果
を
持
つ
〝
ア
ン
ブ
レ

ラ
産
業
〞
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
効
果

も
直
接
生
産
効
果
の
2
・
4
倍
。
そ
れ
は
、

行
く
、
泊
ま
る
、
食
べ
る
、
観
る
、
買
う
、

遊
ぶ
な
ど
、
観
光
は
教
育
、
医
療
と
並
ぶ
世

界
最
大
の
雇
用
創
出
産
業
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

来
訪
し
た
外
国
人
の
国
別
順
位
を
見
ま

す
と
、
1
9
9
0
年
に
日
本
を
訪
れ
た
外

国
人
は
3
2
3
万
人
で
世
界
23
位
で
し
た
。

2
0
1
2
年
の
集
計
で
は
、
1
位
フ
ラ
ン

ス
、
2
位
ア
メ
リ
カ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

か
つ
て
12
位
だ
っ
た
中
国
が
3
位
に
躍
進
を

し
て
、
来
訪
者
5
7
7
2
万
人
で
す
。
そ
れ

に
対
し
て
日
本
は
、
23
位
の
韓
国
に
も
遅
れ

を
取
っ
て
8
3
6
万
人
で
33
位
。
2
0
2
0

年
に
2
8
0
0
万
人
と
い
う
我
々
が
目
標
と

す
べ
き
と
こ
ろ
に
ま
だ
ま
だ
遠
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
観
光
立
国
を
日
本
再
生
戦

略
の
柱
に
据
え
た
い
と
い
う
の
が
私
ど
も
の

思
い
で
す
。

　

第
3
の
目
標
は
共
生
と
交
流
。
江
戸
城

は
、
戦
火
を
浴
び
な
か
っ
た
2
6
0
年
の
平

和
な
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。
そ
こ
で
江

戸
城
を
国
際
的
な
共
生
と
交
流
の
拠
点
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

江
戸
城
寛
永
度
の
天
守
は
、
日
本
の
す
べ

て
の
城
郭
建
築
の
最
高
到
達
点
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
こ
そ
が
、
ま
さ
に
日
本
の
文
化
の

最
高
傑
作
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
明
暦
3
（
1
6
5
7
）
年
の
「
明
暦
の

大
火
」
に
よ
り
、
50
万
人
が
住
む
江
戸
の
町

で
10
万
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
江
戸

城
の
天
守
も
焼
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
天
守
は
再
建
さ
れ
な
か
っ
た

の
か
。
当
時
、
ほ
と
ん
ど
の
老
中
が
天
守
を

再
建
し
よ
う
と
唱
え
ま
し
た
が
、
筆
頭
老
中

の
保
科
正
之
公
が
、
10
万
人
が
死
に
、
い
ま

だ
家
の
な
い
人
が
い
る
な
か
で
、
今
は
そ
の

と
き
に
あ
ら
ず
と
い
う
名
言
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
最
大
の
理
由
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
台
座
だ
け
は
加
賀
藩
の
寄
進
に
よ
り

再
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
つ
い
に
再

建
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
っ
た
1
枚
の「
建
地
割
図
」
が

　

こ
れ
は
歴
史
上
の
奇
跡
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
た
っ
た
1
枚
、「
建
地
割
図
」
と

い
う
も
の
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
江
戸
幕
府
の
大
棟
梁
職
を
代
々
勤
め
た

甲
良
家
の
古
文
書
の
な
か
か
ら
見
つ
か
り
、

現
在
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
建
地
割
図
が
あ
っ
た

が
た
め
に
、
こ
う
い
う
城
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
再
現
で
き
た
わ
け
で
す
。
広
島
大
学
の

三
浦
正
幸
教
授
が
C
G
に
よ
る
再
現
を
お

手
伝
い
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
江
戸
城
が
、
姫

路
城
の
2
倍
の
高
さ
を
持
ち
、
面
積
、
体

積
と
も
に
3
倍
と
い
う
、
壮
大
で
美
し
い
城

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
平
成
22

年
6
月
に
史
上
初
め
て
、
江
戸
城
寛
永
度

天
守
の
復
元
図
と
C
G
を
発
表
す
る
と
、

N
H
K
を
は
じ
め
全
国
の
主
要
マ
ス
コ
ミ
に

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
変
な
反
響
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
自

由
民
主
党
の
政
策
意
見
交
換
会
で
は
約
20

団
体
の
な
か
に
選
ば
れ
て
列
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
I
M
F
世
界
銀
行
の
総
会
で

は
、
日
本
政
府
の
公
式
な
出
展
コ
ー
ナ
ー
に

江
戸
城
の
模
型
を
配
置
し
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
も
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
27
日
に
は
「
江
戸
城
天
守
を

再
建
す
る
会
」
発
足
記
念
集
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
行
わ
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
日
本
都
市
計
画
学
会
の
元

会
長
・
伊
藤
滋
氏
は
「
現
状
で
は
、
東
京
は

世
界
の
都
市
間
競
争
に
勝
ち
残
れ
な
い
！
」

と
語
り
、「
東
京
に
、
品
格
あ
る
国
づ
く
り

の
シ
ン
ボ
ル
『
江
戸
城
』
を
つ
く
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
広

島
大
学
の
三
浦
正
幸
教
授
は
、
江
戸
城
寛

永
度
天
守
は
城
郭
建
築
の
最
高
到
達
点
で

あ
る
、
世
界
最
大
の
木
造
建
築
に
な
る
だ
ろ

う
と
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
総
数
約
3
5
0
0
名
、

N
P
O
創
立
以
来
、
寄
付
者
延
べ
数
約

1
万
2
0
0
0
人
、
会
費
と
寄
附
の
総
合

計
金
額
約
1
億
円
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
私
ど
も
は
政
官
財
の
各
界
各

層
に
働
き
か
け
て
〝
国
家
戦
略
特
区
〞
構

想
の
実
現
を
目
指
し
、
新
し
い
街
づ
く
り
に

向
け
て
、
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
市
民
団

体
と
し
て
世
論
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
魯
迅
の
言
葉
に
あ
る
「
人
が

歩
け
ば
、
道
と
な
る
」
を
信
じ
て
、
江
戸
城

寛
永
度
天
守
再
建
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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出席者：	第 5 支部	秋山良仁	支部長
	 第14支部	 多比良秀俊	支部長
	 第17支部	 中川一	支部長
	 第21支部	 古田勝海	支部長

司会：	 岡博之	広報委員長
	 真野大	広報副委員長
	 小笠原秀明	広報副委員長

着任のごあいさつ

　

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
方
に

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
京
国
税

局
課
税
第
一
部
資
料
調
査
第
二
課
長
か
ら
荻

窪
税
務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
糸
山
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
任
の
村
田
署
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
税

務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

荻
窪
法
人
会
は
、
昭
和
25
年
の
創
立
以

来
、「
税
知
識
の
普
及
」と「
納
税
意
識
の
高
揚
」

を
図
る
た
め
の
各
種
研
修
会
、
会
員
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
講
演
会
は
も
と
よ
り
、
地
域
社

会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

事
業
な
ど
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
大
変

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
法
人
会
で
あ
り
、
ま

た
、
昨
年
度
は
会
員
増
強
運
動
に
お
い
て
、

東
法
連
で
加
入
率
第
一
位
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
果
を
残
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
、
私
ど

も
と
い
た
し
ま
し
て
は
大
変
心
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
税
務
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
お
付
き
合
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
わ
が
国
社
会
の
構
造
的
な
変
化
や
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
一
層
複
雑
か
つ

困
難
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
行
政
の

透
明
性
・
効
率
化
の
実
現
、
納
税
者
利
便
の

向
上
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
年
4
月
か
ら
の
消
費
税
率
改
正

に
よ
り
、
国
民
の
皆
様
方
の
税
務
に
対
す
る

関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
私
ど
も
、
税
務
行

政
に
携
わ
る
者
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
税
務

行
政
の
現
状
や
税
の
仕
組
み
な
ど
を
国
民
の

皆
様
方
に
わ
か
り
易
く
説
明
し
、
納
税
者
の

税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
や
、

税
務
行
政
の
目
的
で
あ
る
「
適
正
・
公
平
な

課
税
と
徴
収
の
実
現
」を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
の
確
立
に
向
け
、
努

力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

円
滑
な
税
務
行
政
の
達
成
の
た
め
に
は
、

良
き
理
解
者
で
あ
る
法
人
会
の
皆
様
の
お

力
添
え
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
e

－

T
a
x
）」
の
更
な
る
利
用
拡
大

を
含
め
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
荻
窪
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
、
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

荻
窪
税
務
署
長

糸
山 

徹

7月は署の異動の時期にあたります。1年間で異動される方、2 年間で異動される方と期間はまちまちですが、荻窪法
人会においては役員会、ブロック研修会、各委員会、各部会で大変お世話になりました。
着任された糸山徹荻窪税務署長をはじめ税務署の幹部の方々には、今後多くの研修会で講師をお願いする事にな
ると思います。ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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新支部長座談会
本 音 ト ー ク の 座 談 会 S E R I E S

支部同士の情報を共有して活動しやすい環境に！
今期からの新支部長の座談会です。
支部長を1年経験して感じたことなど率直な意見をざっくばらんに。
さらに、特に昨年度は東法連加入率第1位を目指して活動してきましたので、
特別な1年だったのではないかと思います。
その辺の新支部長ならではのことを4 名の方にお話を伺いました。

毎号、座談会を組んでいます。テーマは毎回替わります。定期的なテーマを題材にしたり、その時々の話題に沿って
話を進める場合もあります。会員勧奨や社会貢献など話の幅は大きく設定しますが、法人会への思障ない意見を聞きます。

座談会について

出席者：	第 5 支部	秋山良仁	支部長
	 第14支部	 多比良秀俊	支部長
	 第17支部	 中川一	支部長
	 第21支部	 古田勝海	支部長

司会：	 岡博之	広報委員長
	 真野大	広報副委員長
	 小笠原秀明	広報副委員長

支
部
長
に
な
っ
た
経
緯
か
ら

岡
博
之	

広
報
委
員
長　

今
回
の
座
談
会

は
4
名
の
新
支
部
長
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

秋
山
良
仁	

第
5
支
部
長　

第
5
支
部
の

秋
山
と
申
し
ま
す
。
会
社
は
、
株
式
会

社
秋
山
自
動
車
を
今
川
で
、
主
に
修
理
、

整
備
等
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

多
比
良
秀
俊	

第
14
支
部
長　

第
14
支
部

の
多
比
良
で
す
。
会
社
は
、
株
式
会
社

T
H
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

中
川
一	

第
17
支
部
長　

17
支
部
、
中
川
で

す
。
株
式
会
社
岳
丈
工
務
店
を
西
荻
の

商
店
街
の
中
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
町
の
工
務
店
で
す
。
法
人
会
の
活
動

を
す
る
中
で
、
普
段
の
仕
事
が
地
域
に
よ

り
密
着
し
て
き
た
な
と
い
う
実
感
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

古
田
勝
海	

第
21
支
部
長　

21
支
部
の
古

田
で
す
。
会
社
は
、
三
和
工
営
株
式
会

社
と
申
し
ま
し
て
、
神
明
通
り
の
ち
ょ
っ

と
手
前
に
ご
ざ
い
ま
す
。
仕
事
は
、
道
路

関
係
の
公
共
事
業
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

岡　

支
部
長
に
な
ら
れ
た
経
緯
か
ら
お
話

し
い
た
だ
け
れ
ば
と
。

秋
山　

会
社
は
昭
和
46
年
創
業
で
、
僕

は
2
代
目
に
な
り
ま
す
。
ず
っ
と
ゴ
ル
フ

と
か
趣
味
と
か
も
一
緒
に
や
ら
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
方
が
第
5
支
部
の
支
部
長
で

し
た
が
、
今
回
、
僕
が
引
き
受
け
て
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
経
緯
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

実
は
、
勉
強
不
足
で
何
を
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
の
は
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
の
ご
意
見
も
い
ろ
い
ろ
聞
か
せ
て
い
た

だ
け
た
ら
な
と
い
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

中
川　

き
っ
か
け
は
、
前
任
の
支
部
長
、

朝
日
梱
包
運
輸
の
山
本
さ
ん
が
体
調
を

崩
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
何
か
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
、

参
加
す
る
こ
と
が
な
い
か
と
い
う
中
で
、

気
が
付
け
ば
法
人
会
で
動
い
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
う
い
う
大
切
さ
が
分
か
っ

て
き
た
よ
う
な
状
態
で
す
。

古
田　

前
の
支
部
長
に
お
願
い
さ
れ
ま

し
て
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

し
、
1
期
だ
け
、
と
い
う
こ
と
で
受
け
た

の
が
い
き
さ
つ
で
す
。

多
比
良　

僕
は
起
業
し
た
の
は
3
年
前
ぐ

ら
い
な
ん
で
す
が
、
そ
の
前
に
荻
窪
の
デ

ザ
イ
ン
会
社
に
い
て
、
そ
の
と
き
か
ら
広
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報
委
員
と
し
て
法
人
会
で
活
動
は
し
て
い

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
前
国
保
支
部
長
か

ら
「
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
て
、
た
だ
、
力
量
も
な
い
の

で
か
な
り
悩
ん
だ
の
で
す
が
、
お
引
き
受

け
い
た
し
ま
し
た
。

1
年
を
振
り
返
っ
て

岡　

支
部
長
に
な
ら
れ
て
1
年
経
ち
ま

し
た
が
、
こ
の
1
年
を
通
し
て
、
思
っ
て

い
る
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

中
川　

や
は
り
小
さ
い
と
き
か
ら
西
荻
に

住
ん
で
い
た
り
、
仕
事
を
し
て
い
た
と
い

っ
て
も
、
全
然
接
点
が
な
い
お
店
と
か
会

社
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
名
簿
を
見
る

と
、
こ
こ
も
会
員
だ
っ
た
ん
だ
と
い
う
の

が
分
か
っ
た
り
す
る
と
、
買
い
物
し
な
が

ら
と
か
、
用
事
を
済
ま
せ
な
が
ら
、
法
人

会
の
支
部
長
に
な
り
ま
し
た
と
あ
い
さ
つ

を
す
る
と
、
今
ま
で
何
も
あ
い
さ
つ
を
せ

ず
に
通
っ
て
い
た
の
が
あ
い
さ
つ
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
。
法
人
会
と
い

う
組
織
を
通
し
て
声
を
か
け
る
と
、
み
ん

な
見
方
が
変
わ
っ
て
く
れ
る
の
か
な
と
い

う
の
が
支
部
長
を
し
て
よ
か
っ
た
点
で
あ

り
ま
す
。

岡　

会
員
で
な
い
方
と
い
う
の
も
地
域
に

結
構
多
い
ん
で
す
か
。

中
川　

今
の
と
こ
ろ
加
入
率
70
％
ぐ
ら
い

に
な
り
ま
し
た
が
、
お
店
が
登
記
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
法
人
会
の
対
象
に
は
な
ら
な

か
っ
た
り
す
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
実
態
は

分
か
ら
な
い
で
す
。

会
員
増
強
活
動
に
つ
い
て

岡　

会
員
増
強
で
は
ど
う
い
っ
た
活
動
を

さ
れ
た
ん
で
す
か
。

中
川　

会
員
増
強
は
名
簿
を
基
に
足
を

運
ん
だ
り
、
で
き
れ
ば
お
店
を
利
用
し

た
り
と
か
、
買
い
物
し
た
り
と
か
、
商
店

街
が
近
い
も
の
で
そ
う
い
う
や
り
方
が
一

番
。
急
に
行
っ
て
あ
い
さ
つ
す
る
よ
り
は

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

多
比
良　

東
法
連
で
第
1
位
を
目
指
す

と
い
う
話
を
聞
い
た
時
は
、
支
部
長
に
な

っ
た
ば
か
り
の
私
が
会
員
増
強
を
ど
う
や

っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら
ず
、
正
直
焦
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
支
部
の
幹
事
の
方
々
に

も
の
す
ご
く
助
け
て
い
た
だ
い
て
、
法
人

会
の
仲
間
と
い
う
の
を
あ
ら
た
め
て
認
識

し
し
ま
し
た
。

真
野
大	

広
報
副
委
員
長　

前
の
支
部
長
か

ら
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

多
比
良　

私
か
ら
い
ろ
い
ろ
相
談
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
何
と
か
進
め
た

か
な
と
い
う
感
じ
で
す
。

真
野　

い
き
な
り
だ
と
、
な
か
な
か
難
し

い
で
す
よ
ね
。
な
ん
と
な
く
4
名
の
方
の

お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
い
き
な
り
ぼ
ん

と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

古
田　

私
も
な
っ
て
い
き
な
り
会
員
増
強

で
ま
い
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
初
め
て
な
も

の
で
す
か
ら
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
ろ
う

か
と
役
員
会
で
話
を
し
て
、
役
員
の
方
の

会
社
、
ご
自
宅
の
近
く
の
と
こ
ろ
、
地
区

を
分
け
て
や
っ
た
。
私
の
と
こ
ろ
は
、
南

荻
窪
1
丁
目
、
宮
前
の
1
丁
目
、
3
丁

目
辺
り
が
入
る
ん
で
す
か
、
私
の
と
こ
ろ

は
ま
る
っ
き
り
の
住
宅
街
で
し
て
、
名
簿

を
見
な
が
ら
行
く
と
、
住
宅
街
で
す
か

ら
、
確
か
に
会
社
の
名
前
と
、
そ
の
社
長

さ
ん
の
名
前
が
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
あ

る
ん
で
す
ね
。
住
宅
街
で
す
か
ら
、
行
っ

た
ら
チ
ャ
イ
ム
を
押
さ
な
き
ゃ
ど
う
し
よ

う
も
な
い
で
す
ね
。

　

チ
ャ
イ
ム
を
押
す
と
、
ど
ち
ら
さ
ま
で

す
か
と
言
う
か
ら
、
荻
窪
法
人
会
で
す

と
言
う
と
、
あ
、
結
構
で
す
と
、
こ
れ
が

多
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、
荻
窪
法
人

会
で
す
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
今
手
が
離

せ
ま
せ
ん
か
ら
。
本
当
に
手
を
離
せ
な
い

の
か
ど
う
か
、
あ
る
と
こ
ろ
に
2
回
行
っ

た
ら
2
回
と
も
言
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。

こ
れ
は
駄
目
だ
な
と
い
う
の
で
、
そ
れ
以

上
は
し
つ
こ
く
は
や
ら
な
か
っ
た
で
す
け

ど
ね
。
宮
前
の
方
に
行
く
と
、
商
店
街

な
ん
か
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
本
当
の
住

宅
街
と
い
う
の
は
難
し
い
で
す
ね
。
あ
る

と
こ
ろ
で
は
、
行
っ
た
ら
奥
さ
ん
が
出
て

く
れ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
た
だ
、
う
ち
は
会
社
が
練
馬
な

の
で
、
練
馬
の
方
で
入
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
と
い
う
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
ご

自
宅
を
登
記
し
て
い
る
だ
け
で
、
本
当
に

会
社
的
な
も
の
は
何
も
、
住
宅
と
い
う
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感
じ
の
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
ね
、
南
荻
窪

1
丁
目
の
環
八
か
ら
ち
ょ
っ
と
入
っ
た
と

こ
ろ
。
あ
る
い
は
神
明
通
り
か
ら
入
っ
た

と
こ
ろ
も
そ
う
で
す
ね
。
あ
の
辺
も
非
常

に
住
宅
街
、
そ
れ
も
高
級
な
住
宅
街
が

多
く
て
、
勝
手
に
中
ま
で
ち
ょ
っ
と
入
り

づ
ら
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
ほ
と
ん
ど
チ
ャ

イ
ム
を
押
さ
な
い
と
。
商
店
か
何
か
で
す

と
、
ひ
ょ
い
っ
と
入
っ
て
い
け
る
と
こ
ろ

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
も
、
私

的
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
目
標
の
4
社
ま

で
行
か
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
3
社
、

3
・
5
社
ぐ
ら
い
で
今
期
の
方
に
1
社
、

取
り
あ
え
ず
1
社
で
き
た
か
ら
い
い
か
と

思
っ
て
は
い
ま
す
け
ど
ね
。

秋
山　

今
川
町
は
結
構
、
上
井
草
に
比
べ

て
ち
ょ
っ
と
駅
か
ら
も
離
れ
て
、
西
荻
か

ら
も
中
途
半
端
な
位
置
に
あ
っ
て
、
今

川
商
栄
会
と
い
う
商
店
街
に
は
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
ど
も
、
非
常
に
稼
働
し
に
く

い
部
分
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

分
母
を
減
ら
し
て
い
っ
て
、
先
ほ
ど
言

っ
た
よ
う
に
登
記
は
さ
れ
て
い
る
ん
だ
け

ど
も
と
か
、
実
際
も
う
稼
働
し
て
い
な
い

か
ら
と
か
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
、
事
情
が

あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
も
な
か
な
か
、
比
率

的
に
は
伸
ば
せ
て
い
な
い
の
が
現
状
な
ん

で
す
け
ど
も
、
今
期
は
79
・
9
％
で
し
た
。

　

勧
奨
活
動
す
る
際
に
、
い
き
な
り
法

人
会
で
す
と
行
く
よ
り
も
、
い
ろ
い
ろ
工

夫
し
て
何
ら
か
違
っ
た
形
で
手
法
を
取
っ

て
い
け
れ
ば
、
ま
た
違
う
形
で
加
入
率
も

増
や
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

法
人
会
へ
入
会
す
る

メ
リ
ッ
ト
と
は
？

岡　
「
法
人
会
に
入
会
す
る
と
ど
う
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
？
」
と
い
う
話
を

ほ
か
で
も
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

1
年
間
や
ら
れ
て
い
か
が
で
し
た
か
。

多
比
良　

勧
奨
活
動
を
す
る
に
当
た
っ

て
、
支
部
の
役
員
会
で
、
役
員
の
方
に
い

ろ
い
ろ
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き
に
分
か
り
や
す
く
メ
リ

ッ
ト
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

で
す
の
で
例
え
ば
、
お
店
だ
っ
た
ら
法

人
会
に
入
れ
ば
、
支
部
の
役
員
会
と
か
忘

年
会
と
か
で
使
え
る
よ
と
か
、
取
り
あ
え

ず
お
店
に
個
人
的
に
行
っ
て
ご
飯
を
食
べ

て
、
飲
み
に
行
っ
て
、
覚
え
て
も
ら
っ
て
、

実
は
法
人
会
な
ん
で
す
と
い
う
や
り
方
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

岡　

商
店
街
、
繁
華
街
で
は
ど
う
で
す

か
。

中
川　

や
は
り
会
員
に
な
っ
て
た
い
た
だ

い
た
お
店
な
り
会
社
だ
と
、
あ
そ
こ
で
会

議
を
開
こ
う
か
と
か
、
あ
る
い
は
、
仕
事

を
頼
ん
で
み
よ
う
か
と
か
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
、
公
私
と
も
に
い
ろ
い
ろ
つ
な
が
り

が
太
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
ど
う

い
う
仕
事
を
し
て
い
る
か
と
い
う
の
を
普

段
か
ら
認
識
し
て
い
な
い
と
、
急
に
何
か

あ
っ
て
も
つ
な
が
ら
な
い
と
は
思
う
ん
で

す
。
お
互
い
に
法
人
会
に
入
っ
た
メ
リ
ッ

ト
を
つ
く
る
に
は
、
つ
な
が
り
を
太
く
す

る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
会
は
普
段
の
仕
事
の
立
ち
位
置

よ
り
は
も
う
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
感
じ

で
、
な
お
か
つ
気
軽
に
相
談
で
き
る
と
い

う
の
も
い
い
点
だ
と
思
い
ま
す
。

真野大	
広報副委員長

小笠原秀明	
広報副委員長

秋山良仁	
第5支部長

多比良秀俊	
第14支部長

中川一	
第17支部長

古田勝海	
第21支部長

岡博之	
広報委員長

まずは1年を振り返って
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岡　

住
宅
街
は
ど
う
で
す
か
。

古
田　

私
の
地
域
は
チ
ャ
イ
ム
を
押
さ
な

け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
し
か
し
、

顔
も
み
え
な
い
の
で
難
し
い
で
す
。

　

高
級
住
宅
街
で
も
あ
る
の
で
、
隣
近

所
の
お
付
き
合
い
も
あ
ま
り
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
例

え
ば
バ
ス
旅
行
で
行
く
の
に
近
所
の
方
を

誘
う
な
ど
は
、
非
常
に
難
し
い
地
区
だ
な

と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。

退
会
防
止
の
対
策
に
つ
い
て

岡　

退
会
防
止
を
意
識
し
た
対
策
な
ど

は
あ
り
ま
す
か
。

秋
山　

う
ち
の
支
部
は
、
退
会
は
あ
ま
り

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
の
、「
メ

リ
ッ
ト
」
の
話
に
は
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
っ
と
荻
窪
法
人
会
は
こ
う
い
う
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
よ
と
か
、
何
か
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
み
た
い
な
も
の
が
あ
れ
ば
ま

だ
防
止
策
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け

ど
も
、
や
め
な
い
で
く
れ
と
お
願
い
す
る

し
か
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
支
部
会
で
は
地
図
を
作

成
し
よ
う
と
い
う
話
が
で
た
り
し
て
い
ま

す
。
意
外
に
商
店
街
の
内
容
が
分
か
っ
て

な
い
方
々
、
あ
る
い
は
、
新
し
い
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
の
住
人
が
増
え
て
き
て
い
る
の

で
、
そ
う
い
う
方
々
に
も
い
い
ア
ピ
ー
ル

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
っ
と
具
体
的
な
内
容
が
あ
れ
ば
活

動
し
や
す
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

多
比
良　

14
支
部
の
役
員
会
で
も
退
会

防
止
に
つ
い
て
、
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い

か
と
い
う
話
は
出
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
出
席
し
や
す
い
雰
囲
気
に
す

る
こ
と
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
、
ま
ず

顔
見
知
り
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
仲
間
を
増

や
す
み
た
い
な
意
識
で
い
け
ば
い
い
の
で

は
な
い
と
か
思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
僕
は
荻
窪
が
地
元
で
は
な
い
の

で
、
法
人
会
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
く
ら
い
し
か
知
り
合
う
機
会
が

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
川　

1
年
ほ
ど
支
部
長
を
や
っ
て
み

て
、
退
会
防
止
の
策
に
こ
れ
や
っ
た
ら
オ

ー
ケ
ー
と
い
う
の
は
な
く
て
、
個
別
の
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
。
一
番
い
け
な
い
の
が
入
会
し
た

き
り
フ
ォ
ロ
ー
し
な
い
と
い
う
の
が
駄
目

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
、
い
つ
の
間

に
か
や
め
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
過
去
に

は
あ
り
ま
し
た
。

　

本
当
の
足
固
め
を
す
る
に
は
、
あ
ま
り

し
つ
こ
く
な
い
程
度
に
、
例
え
ば
、
先
ほ

ど
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
あ
る
か
ら
と
か
、
バ

ス
研
修
が
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
た

ま
た
ま
す
れ
違
い
で
会
え
た
と
き
に
声
を

か
け
る
と
か
、
ち
ょ
っ
と
時
間
が
あ
る
と

き
に
電
話
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
日
ご
ろ

の
ま
め
な
接
点
が
や
っ
ぱ
り
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気

は
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
自

分
の
方
は
そ
こ
ま
で
至
っ
て
な
い
。

真
野　

た
ぶ
ん
支
部
長
は
法
人
会
の
中
で

一
番
大
変
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。
勧
奨

活
動
や
支
部
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
集
ま
り
、
ま

た
、
親
会
の
集
ま
り
も
あ
っ
て
と
か
、
そ

う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
大
変
だ
な
と
か

ね
が
ね
思
っ
て
い
ま
す
。

支
部
独
自
の
活
動

岡　

ほ
か
の
支
部
で
は
や
っ
て
い
な
い
よ

う
な
こ
と
、
う
ち
の
支
部
で
は
独
自
で
こ

う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

古
田　

支
部
独
自
で
何
か
と
い
う
の
は
、

五
日
市
街
道
沿
い
の
ヴ
ィ
ム
ス
ポ
ー
ツ
さ

ん
に
い
ろ
い
ろ
助
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
コ
ー
ラ
ス
の
会
と
い
う
の
を
企
画
し

て
ま
す
。
人
数
の
制
限
も
あ
り
ま
す
し
、

好
み
も
あ
る
の
で
、
広
報
も
含
め
て
や
っ

て
、
何
か
支
部
独
自
で
や
る
と
い
う
の
も

楽
で
は
な
い
で
す
ね
。

多
比
良　

前
支
部
長
の
と
き
か
ら
、
卓
球

教
室
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
支

部
同
士
合
同
で
何
か
や
ら
な
い
と
人
は

集
ま
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
感
じ
て

ま
す
。

和やかな雰囲気で進む座談会
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中
川　

特
に
ほ
か
と
違
う
こ
と
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
支
部
合
同
と
い

う
形
で
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地

域
が
広
が
れ
ば
そ
れ
だ
け
人
は
集
ま
る
の

で
、
合
同
と
い
う
や
り
方
は
、
支
部
長
の

負
担
も
減
り
ま
し
て
、
手
分
け
し
て
準

備
が
で
き
る
と
い
う
の
も
あ
っ
て
、
こ
こ

の
と
こ
ろ
そ
う
い
う
形
で
い
ろ
い
ろ
対
応

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
現
状
で
す
。

岡　

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
な
ど
の
行
事
に
、

支
部
か
ら
何
人
ぐ
ら
い
出
ま
す
か
。

中
川　

催
し
の
内
容
に
よ
り
ま
す
け
ど

も
、
5
名
か
ら
8
名
ぐ
ら
い
で
す
。

秋
山　

第
5
支
部
は
、
3
人
と
か
で
す
か

ね
。

古
田　

少
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

中
川　

第
4
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
何
か
す
る
と

結
構
人
は
集
ま
っ
て
い
る
方
だ
と
思
い
ま

す
。
参
加
人
数
は
30
は
必
ず
超
え
ま
す
。

支
部
合
同
研
修
会

多
比
良　

先
ほ
ど
の
支
部
合
同
で
の
研
修

会
は
ど
う
い
う
内
容
で
す
か
？
。

中
川　

杉
並
区
の
防
災
課
長
に
来
て
い
た

だ
い
て
、
地
域
セ
ン
タ
ー
で
防
災
の
研
修

や
、
高
井
戸
警
察
の
交
通
課
の
方
と
か
、

安
全
課
の
方
に
依
頼
し
て
地
域
な
ら
で
は

の
講
習
会
を
開
い
た
り
し
て
ま
す
。
参
加

人
数
も
30
人
以
上
に
な
り
ま
す
。
1
支

部
で
30
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

多
比
良　

何
支
部
合
同
で
や
っ
て
い
る
ん

で
す
か
。

中
川　

3
支
部
ぐ
ら
い
で
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
が
重
要

小
笠
原　

先
ほ
ど
の
法
人
会
に
入
っ
て
い

る
メ
リ
ッ
ト
と
か
と
い
う
お
話
が
今
出
て

た
と
思
う
ん
で
す
が
、
僕
の
考
え
で
す

が
、
法
人
会
に
入
っ
た
ら
こ
う
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
よ
っ
て
い
う
触
れ
込
み
も
、

も
ち
ろ
ん
い
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
結

局
は
メ
リ
ッ
ト
っ
て
自
分
で
見
つ
け
て
い

た
だ
く
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
僕
が
法
人
会
に
入
っ
た
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
人
脈
と
い
う
か
、
人
と
の

つ
な
が
り
と
い
う
の
が
一
番
だ
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
し
、
退
会
防
止
に
も
な
る

と
思
い
ま
す
。

真
野　

公
益
法
人
な
の
で
、
基
本
的
に
そ

こ
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い
く
の
か

な
と
。
あ
く
ま
で
も
こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
団
体
で
会
費
を
ち
ょ
う
だ
い
し
て
地

元
で
何
か
貢
献
で
き
る
と
い
う
訴
え
方
を

し
て
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

公
益
と
い
う
こ
と
は
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
で
す

と
。
そ
こ
の
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
と
。

そ
う
い
う
こ
と
が
自
分
の
心
の
満
足
度
に

な
り
、
ま
た
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
み
た
い
な
。

岡　

支
部
役
員
会
の
出
席
率
は
ど
の
く

ら
い
で
す
か
？

秋
山　

結
構
出
席
率
は
い
い
で
す
ね
。

多
比
良　

事
前
に
連
絡
し
て
お
け
ば
、
役

員
の
方
は
大
体
出
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

古
田　

う
ち
も
結
構
出
て
く
れ
て
ま
す
。

岡　

あ
と
、
会
員
増
強
の
と
き
、
夏
に
回

ら
れ
ま
す
よ
ね
。
皆
さ
ん
協
力
し
て
？

中
川　

役
員
会
を
開
い
て
、
そ
の
足
で
そ

の
ま
ま
勧
誘
に
手
分
け
し
て
回
り
ま
す
。

多
比
良　

う
ち
も
地
域
を
区
切
っ
て
2

人
1
組
か
3
人
1
組
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
を
決
め
て
、
地
域

を
回
っ
て
も
ら
う
と
い
う
形
に
し
て
ま
し

た
。支

部
同
士
の
情
報
交
換

多
比
良　

ブ
ロ
ッ
ク
の
中
だ
け
じ
ゃ
な
く白熱する意見交換
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て
も
、
支
部
長
同
士
で
情
報
交
換
み
た
い

な
の
っ
て
す
る
も
ん
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

私
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
。

秋
山　

僕
ら
は
な
い
で
す
ね
。

古
田　

私
も
そ
れ
は
な
い
で
す
ね
。

中
川　

17
支
部
も
な
い
で
す
ね
。
ブ
ロ
ッ

ク
内
で
は
話
を
し
ま
す
け
ど
も
、
ブ
ロ
ッ

ク
を
越
え
て
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
い
で

す
ね
。

真
野　

情
報
の
共
有
化
が
で
き
る
と
い
い

で
す
よ
ね
。
支
部
同
士
で
こ
う
や
っ
て
会

え
ば
話
が
で
き
て
情
報
交
換
が
で
き
ま

す
が
普
段
は
難
し
い
と
思
う
の
で
、
あ
る

程
度
何
か
支
部
長
の
心
得
や
、
大
体
の

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
共
通
し
た
情
報

が
ま
と
め
て
あ
る
と
便
利
で
す
よ
ね
。

中
川　

支
部
長
に
な
る
前
に
、
事
務
局
に

そ
う
い
っ
た
資
料
が
あ
る
か
問
い
合
わ
せ

て
み
ま
し
た
。
一
応
は
出
し
て
く
れ
ま
し

た
け
ど
、
専
用
の
資
料
と
し
て
作
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
員
増
強
活
動
へ
の
ア
イ
デ
ア

岡　

会
員
増
強
す
る
に
も
こ
う
い
っ
た
材

料
が
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
な
と
か
、、
ぜ

ひ
こ
れ
は
お
願
い
し
た
い
な
と
か
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

中
川　

思
い
つ
き
で
す
け
ど
、
例
え
ば
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
新
規
加
入
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
向
け
に
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
、
新

入
会
員
の
方
の
、「
入
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
」

み
た
い
な
コ
メ
ン
ト
が
入
っ
て
い
れ
ば
、

よ
り
現
実
味
が
出
る
か
と
、
そ
う
い
う
媒

体
が
で
き
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

多
比
良　

今
、
組
織
委
員
会
で
制
作
し
た

入
会
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
W
E
B
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
内
容
を
載
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
入
会
後
の
コ
メ
ン
ト
を

も
ら
う
の
は
、
す
ご
く
い
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
い
ま
す
。

中
川　

青
年
部
会
に
も
入
っ
て
ま
し
て
活

動
し
て
る
ん
で
す
け
ど
も
、
自
分
は
支
部

長
に
な
っ
た
と
き
に
、
小
竹
会
長
か
ら
言

わ
れ
た
言
葉
で
、
青
年
部
会
も
や
り
な

が
ら
支
部
長
を
や
っ
て
く
れ
る
人
を
こ
れ

か
ら
増
や
し
た
い
と
言
わ
れ
て
す
ご
い
期

待
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

岡　

支
部
で
皆
さ
ん
、
会
員
に
は
な
っ
て

く
れ
る
け
ど
、
支
部
で
出
て
く
る
と
い
う

と
こ
ろ
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
か
ら
ね
。

中
川　

青
年
部
会
か
ら
入
る
と
、
急
に
支

部
活
動
を
す
る
の
に
比
べ
て
入
り
や
す
い

と
い
う
の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

1
年
を
終
え
て
感
じ
た
こ
と

こ
れ
か
ら
の
こ
と

岡　

1
年
終
え
て
今
ま
で
の
こ
と
、
ま
た

こ
れ
か
ら
の
こ
と
で
な
に
か
あ
れ
ば
。

秋
山　

あ
っ
と
い
う
間
の
1
年
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
す
が
、
地
域
の

皆
さ
ま
方
と
一
緒
に
荻
窪
法
人
会
を
通
じ

て
成
長
で
き
て
い
け
た
ら
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

多
比
良　

次
に
支
部
長
を
や
ら
れ
る
方
の

た
め
に
も
い
い
意
味
で
現
状
維
持
を
ち
ゃ

ん
と
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

中
川　

今
年
は
自
分
の
支
部
の
足
固
め

と
、
先
ほ
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
の
方
を
優
先
し

て
や
っ
て
い
き
た
い
。
や
っ
ぱ
り
足
固
め

は
今
後
支
部
の
継
続
、
も
ち
ろ
ん
法
人

会
の
継
続
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
、
数

字
も
大
事
で
す
け
ど
、
内
容
を
よ
く
し
た

い
な
と
い
う
の
が
今
後
の
目
標
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

古
田　

何
に
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
1
年

が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り

先
ほ
ど
メ
リ
ッ
ト
、
顔
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
、
そ
れ
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
お
邪
魔
し
た
と
き
に
、
例
え
ば
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
て
、
ど
う
ぞ
な
ん
て
、
そ
れ
こ
そ

上
が
っ
て
座
り
込
ん
じ
ゃ
っ
て
世
間
話
み

た
い
な
の
も
結
構
で
き
て
、
こ
う
い
う
こ

と
大
切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

岡　

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

アイデアを出し合いながら
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『相続税 ～よくある事例から～』
講師：荻窪税務署 梶原百合子 資産課税部門上席調査官

税 制 講 演 会のご報 告 税 制 委員 　 小 林 誉 光

平成26年6月24日（月）、法人会2階会議室において、税制講演会を開催しました。

講師の梶原百合子 資産課税部門上席調査官と講演会の様子

【1】相続税及び贈与税の主な改正点
　税務署のパンフレット「 相続税及び贈与税の税制改正のあ
らまし」を利用して、平成27年1月1日施行となる改正税法を
ご説明いただきました。

（1）相続税
　相続税の改正点は、①遺産にかかる基礎控除、②相続税
の税率構造（最高税率55％へ）、③税額控除（未成年者や障
害者控除の控除額の引き上げ）、④小規模宅地等の特例の
4項目です。
　特に①の基礎控除の金額は、「 相続税がかかるかどうかの
判定」になるもので、この金額が大幅に引き下げられたことに
より、従来に比べ、相続税の申告が必要な方が増加します。

（平成27年1月1日以降の基礎控除は「3000万円＋600万円
×法定相続人の数」となり、「 現在の基礎控除額の60％相当
額」となります）

（2）贈与税
　贈与税の改正点は、「最高税率の見直し（最高55％へ）」と「直
系尊属からの贈与税率（特例税率）と一般の贈与（一般税率）
とによる税率構造の細分化」です。
　贈与税の計算は、従来通り「（贈与財産の評価額－110万
円）×税率」です。
贈与税のしくみを知ることによって、相続税の節税を図るこ
ともできます。

【2】小規模宅地等の特例
　相続税の申告において、減税効果が高い特例の一つとして、

「 小規模宅地等の特例」が挙げられます。これは、被相続人
の「 居住の用」や「 事業の用」に供されていた宅地等を相続す
る場合において、「 一定の要件を満たす場合」に、限度面積ま
での宅地等について、大幅な減額（80％減または50％減）を
受けられるものです。
　今回、「 特定居住用宅地等に該当する宅地等」について、
①限度面積330㎡（従来240㎡）に拡大させるとともに、「 二
世帯住宅に居住の場合の対象となる敷地」や「 老人ホームへ
入居していた場合の居住の判定」について、適用要件が緩和
されました。
　また、「 特定居住用宅地等に該当する宅地等（改正後、最
大330㎡）」と「 特定事業用宅地等に該当する宅地等（貸付
事業等を除く）（最大400㎡）」について、一定の要件のもとで
併用適用が可能になります。
　今回の改正では「 小規模宅地等の特例」は、より使いやす
くなったといえるでしょう。

　この小規模宅地等の特例については、必ず相続税の申告
が必要になります。この特例は、当該財産の取得者の要件
があるため、未分割の場合には適用を受けることができませ
んので注意が必要です。

【3】土地の評価・建物の評価
（1）土地の評価
　土地の評価は、「路線価をベースにしておこなう方法」と、「固
定資産税評価額をベースにして行う方法」の二種類がありま
すが、都市部においては前者の「 路線価方式」を用いておこ
ないます。路線価とは、接する道路に付された「1㎡あたりの
評価額」を基準として土地の評価をおこなうもので、角地な
ど二方面、三方面に接していれば評価額は増加し、間口な
どが狭い場合には評価額が下がります。
　今年の路線価は、7／ 1に発表になりました（国税庁のHP
を参照してください）。

（2）建物の評価
　建物の評価は、「固定資産税評価額×1.0」により算定します。
アパートなどの貸家の場合は「 固定資産税評価額×0.7」によ
り算定します。

【4】法人の株式・法人への貸付金
　同族会社のオーナーの場合、「 同族会社の株式」や「 同族
会社への貸付金」も相続税の対象になります。特に、会社へ
の貸付金（会社の決算書の「 借入金」）についても、相続税の
対象となりますので、会社への多額な貸付金がある場合など
はご注意ください。

【5】申告期限までに未分割の場合
　相続発生後10か月以内の相続税の申告期限までに「 未分
割の場合」は、上記の「 小規模宅地等の特例」や「 配偶者の
税額軽減」などの有利な特例を受けることができません。
　いったん未分割のまま申告・納税をおこない、3年以内に
分割を決めることになります。
調停などで分割が決まった場合、4か月以内に「 更正の請求」
または「 修正申告」をおこなうことになります。

　今回は、相続税の税制講演会（第2回目）ということで、「 相
続税の各論の部分」を、「 税制改正の項目」を中心にご説明い
ただきました。
　相続税の場合、受講者それぞれの相続財産の違いや、受
講者の相続税の事前理解に差があるため、レベル設定が難
しいなか、限られた時間の中で項目を厳選して説明してくだ
さいました。
　受講していただいた方全員が、「 相続税対策のヒント」を見
つけてくださったのではないかと思います。
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神
谷
氏
は
昭
和
35
年
11
月
の
お
生
ま
れ

で
、
杉
並
区
立
八
成
小
学
校
、
中
瀬
中
学
校

を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ス
イ
ス
の

高
校
へ
留
学
し
、
ア
メ
リ
カ
の
工
科
大
学
へ

進
ん
で
印
刷
工
学
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

「
今
か
ら
40
年
程
前
で
海
外
留
学
は
そ
ん
な

に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
経
験
し
た
こ
と
は
今
も
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
ま
す
し
、
そ
う
い
う
機
会
を
与
え
て

く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

中
学
校
で
は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
た
神

谷
氏
で
す
が
、
雪
深
い
ス
イ
ス
で
初
め
て
ス

キ
ー
を
経
験
し
ま
す
。
授
業
の
必
須
科
目
で

も
あ
り
、
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
や
ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど

の
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
タ
イ
ム
を
競
う
こ
と
も

し
ば
し
ば
。
卒
業
す
る
こ
ろ
に
は
、
誰
も
が

上
達
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
も
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
に
入

っ
て
ま
し
た
。
ス
キ
ー
は
今
で
も
続
け
て
い

て
、
ゴ
ル
フ
は
下
手
だ
け
ど
、ス
キ
ー
は
〝
そ

こ
そ
こ
〞
と
自
負
し
て
ま
す
。
誰
に
も
見
ら

れ
た
こ
と
な
い
で
す
か
ら
ね
（
笑
）」

　

6
年
間
の
海
外
生
活
で
日
常
英
会
話
に
は

不
自
由
し
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
帰
国

し
て
い
ち
ば
ん
困
っ
た
の
は
日
本
語
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

「
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
日
本
語
を
使
っ

て
い
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
中
学
生
の
会
話
程
度

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
し
か
な
い
ん
で

す
。
日
本
語
は
奥
が
深
く
て
、
目
上
の
人
、

同
僚
、
年
下
の
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て

表
現
が
違
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
に
、
漢
字
が

書
け
な
い
。
歴
史
な
ん
か
も
、
中
学
で
習
っ

た
こ
と
な
ん
て
忘
れ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
よ
く
『
お
前
の
日
本
語
、
変
だ
な
』
と

言
わ
れ
て
恥
ず
か
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
か

ら
、
独
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
よ
。

い
く
ら
外
国
語
が
で
き
て
も
、
や
は
り
母
国

語
を
し
っ
か
り
話
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
ア
メ
リ
カ
に
も
、
い
い

と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、
生

活
し
て
み
る
と
、
や
は
り
日
本
は
安
心
・
安

全
で
住
み
や
す
い
。
す
ば
ら
し
い
国
だ
と
、

私
は
日
本
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
」

　

神
谷
氏
は
兄
と
妹
の
3
人
兄
弟
で
、
次
男

で
あ
る
ご
本
人
は
父
親
の
会
社
に
入
る
つ
も

り
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
大
学
卒
業

後
ま
も
な
く
、
東
亜
紙
巧
業
の
関
連
会
社
に

入
社
、
20
数
年
間
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
私
の
祖
父
は
、
小
竹
会
長
や
水
島
前
会
長

の
お
父
様
た
ち
と
と
も
に
、
荻
窪
法
人
会

創
設
時
代
か
ら
か
か
わ
っ
た
一
人
で
、
父
も

会
長
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
自
身
は
法
人

会
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

研修委員長・神谷次彦氏は、今年創立70周年を迎えた東亜紙巧業株式会社の3代目社長。創
業者である祖父・誠太郎氏は、荻窪法人会の礎を築いた草創の一人であり、2代目である父・誠一
氏は荻窪法人会第5代会長を務められました。高校大学時代の思い出、研修委員長としての取り組
み、法人会へかける思い等をお話しいただきました。

神 谷次 彦
研 修 委員長インタビュー

「祖父そして父が力を尽くした
荻窪法人会は、私にとって
特別な存在です」

聞き手／岡博之・真野大・小笠原秀明

INTERVIEW

海
外
で
の
高
校
・
大
学
生
活

創
業
者
の
苦
労
を
思
う
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た
。
平
成
18
年
に
関
連
会
社
か
ら
東
亜
紙

巧
業
に
入
り
、
翌
19
年
暮
れ
に
父
が
他
界

し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
私
の
法
人
会
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
」

　

平
成
20
年
に
研
修
委
員
と
な
り
、
副
委
員

長
を
経
て
、
現
在
委
員
長
と
し
て
2
期
目
を

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
研
修
委
員
会
で
は
通
常
の
研
修
以
外
に
、

2
年
に
1
度
く
ら
い
大
規
模
研
修
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
私
が
携
わ
っ
た
の
は
野
口
健

さ
ん
、
さ
か
な
ク
ン
の
講
演
会
で
、
次
は
来

年
3
月
の
講
演
会
の
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
い
う
参
加
者
千
人
規
模

の
講
演
会
は
、
法
人
会
あ
げ
て
の
研
修
会
で

す
。
と
く
に
来
年
は
、
東
法
連
加
入
率
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
に
な
っ
た
と
い
う
お
祝
い
の
意
味

を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
楽
し
く
盛
り
上
が

っ
て
、
皆
さ
ん
に
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
私
個
人
の
希
望
な
ん
で
す
が
、

い
つ
か
参
加
型
の
講
演
会
を
企
画
し
て
み
た

い
ん
で
す
。
た
だ
聞
く
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

た
と
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
方
の
講
演
会
な

ら
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

小
中
学
生
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
壇
上
で
直

接
お
話
が
で
き
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
型
に

は
ま
ら
な
い
も
の
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は

も
と
よ
り
一
般
の
方
々
を
巻
き
込
ん
で
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
講
演
会
を
開
き
た
い
で

す
ね
」

　

神
谷
委
員
長
が
代
表
取
締
役
社
長
を
務

め
る
東
亜
紙
巧
業
は
、
現
在
、
板
橋
区
に

本
社
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
創
業
は
昭
和
10

年
。
昭
和
19
年
の
会
社
設
立
か
ら
長
年
に
わ

た
り
杉
並
を
拠
点
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

「
今
年
４
月
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
、
役
員

か
ら
は
『
社
史
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
』
と
い

う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
確
か
に
、
今
こ
こ

で
会
社
の
歴
史
を
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
先
は
語
れ
る
人
が
い
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
思
っ
て
、
会
社
の
生
い
立
ち
を
調

べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

会
社
の
歴
史
を
調
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、

神
谷
家
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
よ
う
な
も
の
で

す
が
、
父
の
こ
と
は
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て

も
、祖
父
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
祖
父
は
印
刷
と
い
う
仕
事
を
選
ん
だ

の
か
。
明
治
35
年
に
長
野
県
小
諸
に
生
ま

れ
、
経
済
的
に
も
厳
し
い
家
庭
で
育
ち
、
小

学
校
卒
業
後
に
東
京
へ
丁
稚
奉
公
に
出
て
き

た
…
…
。
会
社
を
創
立
し
た
昭
和
19
年
は
、

敗
戦
間
際
の
崖
っ
ぷ
ち
の
日
本
で
あ
り
、
す

ぐ
に
終
戦
を
迎
え
て
、
や
は
り
創
業
者
は
大

変
な
時
代
を
克
服
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

2
代
目
の
父
の
時
代
も
高
度
成
長
期
に
入
っ

て
い
ま
す
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
バ
ブ
ル

崩
壊
が
あ
っ
た
り
、
そ
う
考
え
る
と
私
は
初

代
、
2
代
目
が
築
い
た
礎
が
あ
り
、
ま
た
有

形
無
形
の
会
社
資
産
を
引
き
継
ぎ
経
営
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

今
、
日
本
が
不
透
明
な
時
代
に
あ
っ
て
、

1
0
0
周
年
に
向
け
て
会
社
と
し
て
ど
う
進
ん

で
い
く
か
、東
亜
紙
巧
業
社
内
で
は『
1
0
0

周
年
へ
向
け
て
』
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表

し
ま
し
た
。
70
年
の
歴
史
か
ら
学
び
、
い
い

も
の
を
よ
り
磨
き
、
不
要
な
部
分
は
改
め
、

さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

ご
家
族
は
、
奥
様
と
中
学
生
の
息
子
さ
ん

で
す
。
釣
り
に
熱
中
し
て
い
る
と
い
う
息
子

さ
ん
に
せ
が
ま
れ
て
一
緒
に
釣
具
店
を
訪
れ

た
り
、
と
き
ど
き
ゴ
ル
フ
の
練
習
に
出
か
け

る
以
外
は
、
休
日
は
家
で
の
ん
び
り
す
る
の

が
好
き
と
い
う
神
谷
委
員
長
。
最
後
に
荻
窪

法
人
会
へ
の
思
い
、
今
後
の
抱
負
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

「
法
人
会
は
、
税
務
行
政
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

団
体
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
歴
史
を
考
え

て
み
る
と
、
地
域
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
な
ん
で
す
ね
。
皆
さ

ん
、
杉
並
を
愛
し
て
い
て
、
地
域
を
よ
く
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
古

き
良
き
伝
統
は
私
の
祖
父
が
い
た
草
創
の
こ

ろ
と
今
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
は
杉
並
区
が
発
祥
の
地
で
あ
り
、

事
務
所
が
い
ろ
い
ろ
と
移
っ
て
も
杉
並
の
会

社
だ
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
正
直
な

と
こ
ろ
、
現
役
で
会
社
を
切
り
盛
り
し
な
が

地
域
を
愛
す
る
人
々
の
場

ら
、
時
間
を
調
整
し
て
活
動
す
る
と
い
う
の

は
大
変
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
私
に
と
っ
て
祖
父
が
お
世
話

に
な
り
父
が
お
世
話
に
な
っ
た
法
人
会
は
特

別
な
も
の
で
、
少
し
で
も
何
か
の
か
た
ち
で

力
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と

接
し
て
、
お
話
し
す
る
な
か
で
学
ぶ
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。
研
修
委
員
長
と
し
て
大
規

模
研
修
会
を
開
催
す
る
と
な
れ
ば
、
大
勢
の

方
の
協
力
を
得
て
運
営
し
て
い
く
。
こ
れ
も

勉
強
に
な
り
ま
す
。
会
社
と
い
う
大
き
な
組

織
の
な
か
で
ど
う
や
っ
て
人
を
動
か
す
か
、

そ
れ
を
こ
こ
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
に
な
る
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
思
っ
て
、
時
間
を
作
っ
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

神谷氏のご祖父とお父上が出席していた
昭和50年2月「青年部会設立総会」での集合写真

前列左：神谷誠太郎（73歳）　2列目右から6人目：神谷誠一（41歳）
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と
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
も
正
し
い
で
す
ね
。

私
が
行
き
着
い
た
答
え
は
「
前
日
と
の
比
較

の
た
め
」
で
す
。
昨
日
で
き
た
こ
と
が
今
日

も
同
じ
よ
う
に
で
き
る
の
か
、
昨
日
の
感
覚

よ
り
今
日
は
い
い
の
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の

を
日
々
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
、
私
に
と
っ
て

の
基
本
練
習
で
す
。

　

続
い
て
は
、
私
の
好
き
な
食
べ
物
は
何
で

し
ょ
う
？ 

カ
ス
テ
ラ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

大
会
の
前
に
こ
の
話
を
す
る
と
、
翌
日
、
近

所
の
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
カ
ス
テ
ラ
が
消
え
る
そ

う
で
す
が
（
笑
）、
私
の
勝
負
メ
シ
は
カ
ス
テ

ラ
で
す
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
汗
も
か
く
し
、

暑
い
し
、
ハ
ー
ド
だ
し
、
カ
ロ
リ
ー
も
消
費

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
に
ぎ
り
、
パ
ン
、
う

ど
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ー
、
プ
ロ
テ
イ
ン
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
、
い
ろ
い
ろ
摂
っ
て
み
て

行
き
着
い
た
の
が
カ
ス
テ
ラ
な
ん
で
す
。
こ

れ
を
水
か
薄
め
た
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
で
試
合
の

前
に
流
し
込
む
と
、
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
気
持
ち
も
充
実
す
る
。
こ
れ
は
、
カ
ス
テ

ラ
を
勧
め
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
い
ろ
い

ろ
試
し
て
比
較
し
て
、
自
分
に
あ
っ
た
も
の

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方

法
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
に
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い

ま
す
が
、
他
人
が
い
い
と
い
う
も
の
を
持
っ

て
き
て
も
、
な
か
な
か
自
分
に
は
フ
ィ
ッ
ト

し
ま
せ
ん
。
食
べ
物
だ
け
で
な
く
、
練
習
方

法
や
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な

海
外
へ
出
て
、
日
本
を
好
き
に
な
る

　

私
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

を
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き
ま
し

た
。
今
、
そ
の
経
験
を
子
ど
も
た
ち
や
地
域

の
方
々
に
お
伝
え
す
る
活
動
を
し
て
い
て
、

今
日
も
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
ま
い

り
ま
し
た
。

私
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
得
た
こ
と
の
な
か

で
も
大
き
な
も
の
は
、海
外
で
の
経
験
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
40
か
国
あ
ま
り
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
感
じ
る
の
は
、
日
本

を
好
き
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
我
が
家
を
離

れ
て
長
く
海
外
遠
征
に
行
く
と
、
日
本
の
よ

さ
を
再
認
識
で
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は

海
外
で
は
孤
独
で
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱

え
て
戦
っ
て
一
区
切
り
着
い
た
と
き
、
早
く

帰
っ
て
家
族
に
会
い
た
い
、
仲
間
に
会
い
た

い
、
日
本
の
ご
飯
が
食
べ
た
い
、
そ
う
思
う

瞬
間
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
コ
メ
ン
ト
に

は
「
皆
さ
ん
に
感
謝
」
と
い
う
の
が
多
い
の

も
、
日
本
の
中
に
い
る
と
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
も
、
世
界
へ
行
く
と
強
く
感
じ
る
も
の
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
で
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
つ
い
て
の

質
問
で
す
。
な
ぜ
基
本
練
習
が
必
要
な
ん
で

し
ょ
う
か
。
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
土
台
と

な
る
部
分
が
強
固
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ

平成26年4月15日（火）、杉並公会堂小ホールにおいて荻窪法人会・特別講演会が
開催されました。ビーチバレーの日本代表として北京・ロンドンと2度のオリンピック
で活躍した朝日健太郎氏は杉並区在住。講演では、アスリートとしての経験のなかか
ら幅広くエピソードを紹介し、2020年に向けての思いを熱く語ってくださいました。

公益社団法人  荻窪法人会　特別講演会

2020東京オリンピック・パラリンピックに向けて！
～私たちにできること～
講師：オリンピックアスリート　朝日健太郎

【プロフィール】
1975 年、熊本県生まれ。中学校時よりバレーボールを始める。1994 年鎮西高校時代に春高バレー準優勝、法政大学時代より全日本男子チームに
選出。1998 年サントリー（株 ）に入社。実業団リーグVリーグにて新人賞を受賞。20 0 0 年全日本男子チーム。20 02 年ビーチバレーに転向、20 08
年北京オリンピック出場 9 位。2012 年ロンドンオリンピック出場 19 位、同年現役引退。2013 年 NPO法人日本ビーチ文化振興協会理事長に就任。
講演、スポーツコメンテーターなどを行う一方、「新たな海辺文化の創造 」「はだし文化の啓発 」を掲げ、全国で海辺活性化事業を展開し、活動を行う。
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も
の
を
試
し
て
比
較
し
な
が
ら
発
見
し
て
い

く
、
そ
の
過
程
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

個
性
を
発
揮
で
き
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

　

私
の
一
番
の
売
り
は
、
イ
ン
ド
ア
・
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
で
も
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
も
日
本

代
表
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
私
は
サ
ン
ト
リ

ー
の
実
業
団
チ
ー
ム
に
約
6
年
勤
め
ま
し
た

が
、
イ
ン
ド
ア
・
バ
レ
ー
は
会
社
組
織
の
な

か
の
選
手
。
一
方
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
プ
ロ

な
ん
で
す
。
両
者
の
違
い
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
監
督
も
コ
ー
チ

も
い
な
い
、
2
人
き
り
で
競
技
を
成
立
さ
せ

る
も
の
で
、
個
に
か
か
る
責
任
、
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
は
大
き
い
で
す
ね
。
ま
た
、
金
銭
的
な

評
価
で
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
、
こ
れ
を
キ
メ

た
ら
5
万
円
、
10
万
円
、
時
に
は
1
0
0
万

円
と
い
う
世
界
で
す
。
私
に
は
、
自
主
的
で

個
性
が
出
せ
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
と
い
う
競
技

が
性
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
す
の
か
。
こ

れ
は
二
極
化
し
て
い
て
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
を
夢
見
て
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
入
る
子
も

い
れ
ば
、
た
ま
た
ま
始
め
た
と
い
う
子
も
い

ま
す
。
私
の
場
合
は
、
運
動
能
力
を
つ
け
た

い
、
苦
手
な
運
動
を
克
服
し
た
い
と
い
う
目

標
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
。
だ
ん

だ
ん
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
熊
本
の

地
区
で
勝
ち
た
い
、
次
は
熊
本
県
で
勝
ち
た

い
、
と
い
う
ふ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
っ
た
最
終
形
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
壮
大
な

キ
ー
ワ
ー
ド
で
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
見
さ
せ

る
の
も
一
つ
で
す
が
、
現
実
的
に
目
の
前
の

こ
と
を
頑
張
ろ
う
と
し
た
と
き
、
目
標
が
は

る
か
彼
方
す
ぎ
て
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
子
が
多
い
ん
で
す

ね
。
や
は
り
、
当
た
ら
な
か
っ
た
ボ
ー
ル
を

バ
ッ
ト
に
当
て
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
そ
し

て
、
最
後
に
行
き
着
く
の
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
て

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
楽

し
み
方
に
は
3
つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
覚
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
一
つ
め
は「
選
手
と
し
て
迎
え
る
」。

　

2
つ
め
は
「
応
援
す
る
」。
競
技
の
名
前
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
競
技
自
体
は
見

た
こ
と
が
な
い
、
ル
ー
ル
も
わ
か
ら
な
い
と

い
う
競
技
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
競
技
だ
と
し
て
も
、
テ
レ
ビ
で
は
な

く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
で
見
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
世
界
中
の
お
客
さ
ん
、

メ
デ
ィ
ア
、
雰
囲
気
、
す
べ
て
が
凝
縮
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

そ
の
競
技
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
人
生
、

変
わ
り
ま
す
。
会
場
の
そ
ば
に
行
く
だ
け
で

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
会
場
だ
け
で
な
く
、
ま
わ
り
の
地
域
や

そ
こ
へ
行
く
動
線
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
3
つ
め
が
「
支
え
る
」
で
す
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
選
手
一
人
ひ
と
り
に
お

手
伝
い
を
す
る
方
が
つ
き
ま
す
。
僕
た
ち
の

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
も
、
入
場
行
進
の
前
に
荷

物
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
試
合
前
の
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
、
お
水
と
タ
オ
ル
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
試
合
会
場

の
入
り
口
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
と
手
を
つ
な

い
で
入
っ
て
い
く
ん
で
す
が
、
そ
れ
も
現
地

の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
選
手
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
コ
ー
ト
に
立
て
る

ん
で
す
。
私
も
ウ
サ
イ
ン
・
ボ
ル
ト
の
荷
物

番
な
ら
や
り
た
い
で
す
（
笑
）。
選
手
が
ジ
ャ

ー
ジ
を
来
て
入
場
し
、
紹
介
が
終
わ
る
と
ジ

ャ
ー
ジ
を
脱
ぎ
ま
す
。
こ
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
預

か
る
係
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
。
子
ど
も

で
も
大
人
で
も
、
ご
高
齢
の
方
で
も
い
い
、

そ
こ
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

ま
た
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
い
う
と
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

印
象
を
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
も
そ

も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の

競
技
で
、
障
害
者
が
何
か
を
競
い
合
う
の

で
は
な
く
、
何
か
の
原
因
で
障
害
を
持
た
れ

た
方
が
一
般
社
会
に
戻
る
リ
ハ
ビ
リ
の
過
程

か
ら
派
生
し
た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
な
ん
で
す
。

2
0
2
0
年
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
部

分
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
部
分
と
が
融
合
し

て
く
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
施
設
や
公
共
交
通
機
関
な
ど
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
が
進
む
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

上
に
大
切
な
の
は
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

で
す
。
障
害
者
に
何
か
し
て
あ
げ
る
、
助
け

て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
原
点
に

帰
っ
て
心
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
い
く
、
そ

れ
が
目
標
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
首
都
高

速
や
代
々
木
体
育
館
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
、

ま
た
無
形
の
も
の
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
2
0
2
0
年
は
ゴ

ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

50
年
先
、
1
0
0
年
先
に
何
を
残
し
て
い
け

る
か
を
見
据
え
な
が
ら
、
2
0
2
0
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
夢
を
持
っ
て
迎
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
の
個
人
的
な
夢
は
、
杉
並
に
も
砂
で

活
動
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青年部会
第40回 通常総会

青年部会 副部会長 小張正就

左）あいさつする水島部会長　右）総会に参加した青年部会の方々　

平成26年4月22日、東信閣において第40回通常総会が開催されました。親会より柴田副会長、また荻窪
税務署より村田署長、塩田副署長、今村統括官、岡田審理上席調査官にご出席をいただきました。総会は
水島部会長の挨拶に始まり、平成25年度の事業報告・決算報告が原案通りに承認されました。続いて平成
26年度の事業計画・予算計画が報告（公益法人化に伴い、第40回総会からは前回までとは異なり、事業計画も承認事項で

はなく報告事項となりました。）され、滞りなく進行いたしました。総会の最後に柴田副会長ならびに村田署長から
ご祝辞を賜り、野村副部会長の挨拶で終了いたしました。
さて、総会で発表されました事業報告以外の昨年度活動ですが、大変順調に進展しております。昨年度
初めに掲げられた目標、ウェブサイトの更新、会員増強（100会員達成）、新社会貢献事業の開始は、新ウェブ
サイトは完成し、会員が96名と100名まで後僅かとなり、新事業は平成26年7月26日開催予定の打ち水大作
戦への参加により、達成される見込みです。その他今年度の新事業として、東法連第4ブロック合同租税教
育事業（一斉「税金クイズ」スタンプラリー）がありました。平成26年4月13日、としまえんにて行われ、荻窪法人
会青年部会も一員として協力して参りました。第4ブロックはブロック単位で全国大会租税教育活動プレゼン
への参加を目指しており、こちらの活動も活発に行われております。また、総会に引き続き同会場で行われ
ました懇談会では、青年部会らしい和やかな雰囲気の中、入会見込の方々が次々その場で入会宣言され、
会場は大変盛り上がりました。40周年記念式典に向け、この上ないスタートが切れました。　



21　

左）総会に先立ち今村統括官による講話の様子　右）総会に参加した女性部会の方々　

4月23日（水）、東信閣において公益社団法人荻窪法人会女性部会第38回総会が開かれました。
総会には、荻窪税務署から村田署長、塩田副署長、今村統括官、岡田審理上席調査官、法人会より
小竹会長、保坂副会長にご臨席いただきました。誠にありがとうございました。総会は、女性部会会員
数40名、出席者28名、委任出席者8名で成立し、織茂部会長が議長を務め、平成25年度事業報告・
収支決算報告、平成26年度事業計画案・収支予算案は満場一致で承認されました。織茂部会長による
新会員の紹介が終り、小竹会長・村田署長からご祝辞を頂戴して総会は無事に終了しました。
隣りの会場に移動しての懇親会は、織茂部会長の挨拶に続き、保坂副会長より乾杯のご発声をいただ
いて始まりました。新会員2名の自己紹介の後、始めての企画として参加会員全員の自己紹介をして会員
相互の交流を深め合いました。ご来賓の皆様とも和気あいあいと歓談していただき楽しい会になりました。
お楽しみ企画のジャンケン大会では、村田署長が各テーブルで会員全員とジャンケンをしてくださって、大
いに盛り上がりました。
最後は、女性部会の益々の発展と会員様の健康と事業発展の願いを込めて全員で「青い山脈」を歌い
閉会となりました。
平成26年度女性部会がスタートしました。「税務研修会」「歩く会」等、本年度も会員に向けて様々な
企画を予定しております。これからも会員の皆様、ご協力とご参加をどうぞよろしくお願い致します。

女性部会
第38回 総会

女性部会 会計監査 野村真理子 

左）あいさつする野田部会長　右）集合写真
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源泉部会
第40回 総会

源泉部会 副部会長 岩崎篤弥

平成26年4月17日（木）源泉部会の第40回定時総会がこけし屋にて開催されました。
親会より、小竹会長、保坂副会長、また荻窪税務署より村田署長、塩田副署長、今村統括官、室
橋上席調査官に来賓としてご出席いただきました。
総会に入る前に今村統括官による源泉税の研修「国税にまつわるはなし」をしていただき、貴重なお
話を分かりやすくまたとても面白く解説していただきました。
研修終了後には平成25年度の研修会出席者の皆勤賞・精勤賞の授与式が行われ、数多くの方々が
表彰を受けられました。この場をお借りしましてお祝い申し上げます
総会では第1号議案の事業報告から第4号議案の収支報告まで満場一致で承認され、最後に小竹
会長・村田署長にご祝辞をいただき終了いたしました。
引き続き懇談会では、小竹会長、保坂副会長、村田署長、塩田副署長、今村統括官、室橋上席
調査官にご出席いただき、保坂副会長に乾杯のご発声をいただきました。懇親会では塩田副署長、
今村統括官が酒税の専門家ということもあり楽しくお酒を飲むことができ、部会員と来賓の方々の親睦
を深める事ができました。
源泉部会は今回で40回目の総会を迎えることができました。これもひとえに親会であります荻窪法
人会並びに源泉部会のいままでの諸先輩方のおかげになります。
今後も木山部会長を筆頭に役員一同、荻窪法人会並びに源泉部会のますますの発展のためにがん
ばっていきたいと思います。

総会に参加した青年部会の方々　



日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひ
とつにe-Tax普及推進がございます。当法人会では平成24年度までに会員企業の50％利用を掲げておりました。この目
標を達成するためには会員皆様方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこ
で当委員会では、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施いたしてきました。
質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なって頂けるか？」更に依頼を行なう
とご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを
発したところ70名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に
取り組んでおられます。そこで会員企業の皆様にひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決
算は電子申告でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？
顧客である会員企業様と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進
展していくと思います。何卒皆様方の尚一層のご理解とご協力をお願い致します。

e-Tax普及推進委員長　八方淑夫

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e -Tax推進税理士事務所について
e -Tax普及推進委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398 - 1316
黒川えり 天沼1-17-3 090 - 8479 - 0152
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392 - 5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932 - 5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 2170
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794 - 7334
藤田和子 天沼3-7-3 法人会館307 6276 - 9168
藤村　茂 天沼3-23-23カーミリア荻窪202 6231 - 1701

西荻南 尾﨑正俊 西荻南2-6-6エルフ西荻1階　 3332 -7351
河野修兵 西荻南2-9-13 5336 - 6457
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333 - 4868
大槻一弘 西荻南3-7-10シオンハイツ405 6795 - 8420
松田正博 西荻南3-14-11和興ビル3階 5346 -1181

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333 - 9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370 - 8518

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334 - 1305
小松原英雄 宮前5-7-19 3331 - 3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247 -7194

南荻窪 加藤悦子 南荻窪3-27-5 3247 -7300
荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397 - 8026

永井敏雄 荻窪2-27-11 5397 - 6115
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391 -7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394 -1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3AKオギクボビル401 050 - 5527 - 4372
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398 - 8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393 - 2671
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347 - 9930
松井 税 理士
事務所 荻窪5-18-11-301 3392 -7223

大島康司 荻窪5-21-16-1204 3392 - 6553
岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392 -1198

税理士法人茂
木会計事務所 荻窪5-25-6 3393 - 0211

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310 - 3228
上井草 久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303 - 4823

田崎　浩 上井草3-21-16 3399 -7733
下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390 - 9437

山田真治 下井草3-8-23三英ビル303 090 - 1816 - 2435
稲村仁了 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382 - 2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397 - 5118
鈴木百香 下井草4-32-9 3399 -1555
田子周一 下井草4-33-12田子珠三事務所内 3395 - 3355

今川 中村良三 今川3-8-4 3399 - 3976
中村行雄 今川3-8-4 3399 - 3976

西荻北 馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394 - 5922
殿塚明夫 西荻北2-5-20-201 5382 - 5229
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301 - 5101
丸山文雄 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303 - 6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423 - 0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936 - 0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399 - 0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303 - 5781
濱　正昭 西荻北3-32-11 3395 - 4121

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391 - 6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391 - 2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391 - 5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391 - 1044
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393 - 7571
山室文雄 上荻1-19-9朝日荻窪マンション603号 3392 - 9462
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392 - 5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913 - 0520
小澄事務所 上荻2-19-18　2階 5347 - 2066
和田　実 上荻4-19-22-603 3395 -1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395 - 3111

本天沼 小野寺誠 本天沼2-41-8 5303 - 1680
清水 山本敦子 清水1-7-2ネイバリングハウス荻窪303 5397 - 6492

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略） 平成 26年 7月17日現在
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相続税の税制改正 ～相続税申告について考えてみましょう

私の家族は 5人家族です。私に相続が発生したら、配偶者と子ども3人で相続人は 4人ということになりそうです。
【基礎控除】　3,000万円＋（600万円×相続人数）
ということは・・・財産が 5,400万円までなら相続税申告が必要ないことになりますね。

現在の私の財産は・・・
現金 30,000 円
銀行 8,000,000 円
証券会社 3,000,000 円
土地 50,000,000 円
建物 20,000,000 円
生命保険 15,000,000 円
自動車 2,000,000 円
─────────────
合計 103,030,000 円

そんなに財産があるつもりじゃなかった
けれど、相続税申告が必要なんですね。

【財産評価】
証券会社の残高、土地・建
物等は購入した時の金 額で
はなく、 相 続 開 始の日（ 亡
くなった日） を基 準に評 価
します。 預 金は残 高をみる
だけではなく、 預 金の動き
も確 認しましょう。 借 入 金
や葬 儀 費 用は財産からマイ
ナスできます。

税 制 委員会より

平成25年度税制改正により、相続税法及び租税特別措置法の一部が改正されたことは皆
様もご存知かと思います。

荻窪地域は全国でも相続税申告の割合が高く、改正によって多くの皆様が相続税にかかわ
るのではないかとご心配なのではないでしょうか。

今回は改正相続税法（ 平成27年1月1日以降相続により取得する財産にかかる相続税につい
て適用 ）に従って、現在のご自身の財産で相続税申告が必要なのか、またどのくらい税金がか
かるのか一緒に考えてみましょう。

税制委員 小島麻里（税理士）

現金は車を買い替えようと思って引出した金額を足して・・・ 2,530,000 円
銀行の残高には変更がないからこのままで・・・ 8,000,000 円
株は最近値上がりしたから、最近の株価で計算しなおして 3,800,000 円
土地は路線価に㎡数を乗じるから40万円×100 ㎡ 40,000,000 円
建物は固定資産税評価額か・・固定資産税の納付書に載ってますね。 16,000,000 円
生命保険の死亡保険金は（500万円×相続人数）が控除なのか。 0 円
自動車は中古車の下取り価格くらいで。 800,000 円
小計 71,130,000 円

自動車ローンの残高がマイナスできるのか！ △1,500,000 円
通夜葬式費用・・100万円くらいで計算して・・ △1,000,000 円
小計 △ 2,500,000 円

 相続財産は71,130,000－2,500,000＝68,630,000 円
ということになりますか。やはり相続税申告が必要ですね。税額が気になります・・・

今の財産を相続財産の評価方法で計算してみる
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申告をすれば、特例をうけて税額が発生しない
こともあるんですね。例えば財産（課税価格）
が1億 5 千万円になる場合は改正後税率で40
％となるわけですか。土地の路線価が高いと家
族が自宅に住み続けられるのか心配ですね。

各法定相続人の取得金額合計 改正後 税率 控除額

～ 1,000万円以下 10％ 0円

1,000万円超 ～ 3,000万円以下 15％ 50万円

3,000万円超 ～ 5,000万円以下 20％ 200万円

5,000万円超 ～ 1億円以下 30％ 700万円

1億円超 ～ 2億円以下 40％ 1700万円

2億円超 ～ 3億円以下 45％ 2700万円

3億円超 ～ 6億円以下 50％ 4200万円

6億円超 ～ 55％ 7200万円

贈与額から110万円を引いた額 税率 控除額

200万円以下 10％ なし

400万円以下 15％ 10万円

600万円以下 20％ 30万円

1000万円以下 30％ 90万円

1500万円以下 40％ 190万円

3000万円以下 45％ 265万円

4500万円以下 50％ 415万円

4500万円超 55％ 640万円

右記の財産であれば相続税申告は必要ですが、相続税が発生しない相続財産の分割方法もあります。
ただし、相続財産の実際の評価方法はもっと複雑です。
被相続人（死亡した人）が居住用に使っていた土地等（330 ㎡以下の部分）を同居していた相続人が
相続した場合は、特例で土地の評価額の 80％を減額される場合があります。居住用以外の事業用土
地（400 ㎡以下）でも減額の対象となる土地はありますが、それぞれに要件があります。これらを小規
模宅地の特例といいます。
また、配偶者控除（1億 6 千万円または法定相続分のいずれか高い方）や相続人が未成年者の場合
には 20 歳までの1年につき10 万円（改正前 6 万円）の未成年者控除があります。
相続税の税率は以下の通りです。

税率が 40％となると、納税資金など準備が必要で
すから、贈与するのも一策です。相続税の税率が
40％となる課税価格の財産であれば、30％の贈
与税率の贈与額を検討してみましょう。
1000 万円＋110 万円＝1,110 万円
現金1,110 万円の贈与に対する贈与税額は 210 万
円です。税引き後 900 万円は手元に残ります。
ただし、相続や遺贈で財産を取得した人が、被相
続人の死亡前 3 年以内に被相続人から財産の贈与
を受けている場合には、原則としてその財産の贈与
された時の価額を相続財産の価額に加算します。

平成 27 年1月1日からは、贈与税の税率が下記のように
変更されます。
○親または祖父母から 20 才以上の子へ贈与する場合

東京税理士会荻窪支部では、毎月 2 回、初回無料の『なんでも相談会』を開催しております。ぜひご利用下さい。
詳しくは、当支部ホームページまたは広報「すぎなみ」をご覧ください。

相続税は大きな改正があり税負担への心配も大きくなりましたが、残されたご家族の生
活の安定に配慮した改正もありました。小規模宅地の特例の限度面積が増えたり、老
人ホームへ入所した場合や、二世帯住宅についても要件を満たせば特例の適用が受け
られるなど、申告することで税額が軽減されるよう要件の緩和がありました。

変化し続ける私たちの生活に正しく対応した日本の税制を目指して、荻窪法人会税制
委員会はこれからも会員の皆様からの貴重なご意見をお待ちしております。
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税務コーナー

【相 談 対 象 者】 荻窪税務署に相続税の相談申込みを行った方で、このご案内に従い、
東京税理士会荻窪支部に相談申込を行う納税者の方

【相 談 会 場 】 東京税理士会荻窪支部会議室

【相 談 時 間 】 平日 9：30 〜12：00　13：00 〜16：00 のうちご希望の時間
※相談を担当させていただく税理士と日程の打ち合わせをいたします。

【相 談 方 法 】 税理士による個別面談方式。一回の相談時間は 45 分以内です。

【相 談 料 】 無 料
※ 2 回目以降は有料にて相談をお受けします。
※相続税の申告が必要な場合、有料にて申告の依頼をすることも可能です。

【留 意 事 項 】 ※税理士には税理士法により守秘義務が課せられており、将来にわたり相談
者の相談内容を他に漏らすことはありません。安心してご相談ください。

※税理士会荻窪支部では、この他にも「税金なんでも相談会 」等の無料相談
会を開催しておりますが、無料相談を受けることができるのは、すべての
相談会を通じて各納税者の方一回限りです。

※すでに税理士に依頼されている方の利用はご遠慮ください。

【申 込 方 法 】 電話にてお申し込みください。
※受付時間：平日の 9：30 〜17：00（12：00 〜13：00 を除く）
その際、「税務署経由の相続税無料相談 」とお伝えください。
※担当税理士に事前にお伝えになりたい内容がありましたら、裏面の連絡票

を相談日の 2 日前までに当支部宛FAXしてください。

納税者の皆様
当会所属の税 理士が地 域の皆さまの相続税に関する相談に
無料でお答えします。ぜひご 利用ください。

東 京 税 理 士 会 荻 窪 支 部 が 開 催 す る
税 理 士 に よ る「 相 続 税 の 個 別 無 料 相 談 」の ご 案 内

東京税理士会荻窪支部
〒167- 0 0 51
東 京都 杉並区 荻 窪5 -16 -12
荻 窪N Kビル3 階
T EL 0 3 - 3 3 91- 0 411
FA X 0 3 - 3 3 91- 0 410
E- m a i  I
og i -ze i r i s h i ka i @ mth . b i g l o b e . n e . j p
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税務署での面接相談は
事前予約をお願いします

まずは、お電話を！

関係書類を確認しながら
面接相談が必要な場合は
事前予約をお願いします

●事前予約を申し込む際は、面接相談
を希望される税務署に電話の上、自
動音声案内にしたがって「2」番（ 税
務署）を選択してください。

●予約の際には、お名前、ご住所、ご
相談の内容等をお伺いいたします。

●税金の納付相談などでお越しの際に
は、事前予約の必要はありません。

タックスアンサーが一般的な税の質問にお答えします。
タックスアンサーは24時間年中無休、いつでもお答えが探せます。

東京国税局・税務署
荻窪税務署　03−3392−1111（ 代表） 国 税 庁 検索詳しくは

e-Tax
ネットでどこでも申告・納税
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【部会とは】ある同じ目的を持った会員の集まりです。
源泉部会：経理職員の源泉税を中心とした研修会な
どを行う。青年部会：若手の経営者が集まり、研修
会や勉強会を行い、悩みを話し合えるような仲間作り
の場ともなっている。女性部会：女性経営者同士の交
流や社会貢献活動を行います。

【委員会について】法人会での委員会の役割は、会員活動の
年間のスケジュールを含め指針を示すことにあります。納税制
度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献を遂
行するための具体的な企画と具現化のための道筋を考え、そ
の案件をブロック、支部で実行します。委員会の活動が活発
であればブロック支部の活動も充実したものになります。

【研修会について】荻窪法人会は秋と
春に研修会を行っています。荻窪法人
会は荻窪税務署管内を5つのブロック
に地域割りをしています。春は各ブロッ
クが独自のテーマで企画開催し、会員
同士のよい交流の場となっています。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

第 3 ブロック 3B LOCK

第3ブロック　お花見大会 第3ブロック 白石弘典

恒例のお花見が快晴のもと行われました

平成26年3月29日恒例の第3ブロックの花見大
会が行われました。午前11時30分に善福寺公園
西側に現地集合しました。前日までの不安定な天
候が気がかりでしたが、日頃の参加者の行いが良
いせいか当日は快晴に恵まれました。また、例年
は早過ぎたり、遅過ぎたりと開催日に花が咲いて
いる状態が心配されておりましたが、これも皆様の
お陰で見事に咲き誇る桜の花を観賞することが出
来ました。通常の仕事モードの雰囲気とは異なり、
桜の花の下でのざっくばらんな会話と美味しい料
理に舌鼓を打ちながら、和気藹々と楽しく、風流
なお花見が出来ました。会員総勢14名の参加者
がみんなこの花見を楽しく堪能されたと言う言葉が
有り難く思いました。

東法連加入率第1位記念祝賀会（ 第2回通常総会  第4部会員交流会 ）

通常総会終了後、杉並公会堂グランサロンにて東法連加入率第1位記念の祝賀会が行われました。
小竹会長のあいさつのあと、水島隆年名誉会長に乾杯のあいさつをいただき、祝賀会は大いに盛り上がりました。
小竹会長あいさつ

「先程は、第2回総会が無事に終了しましたことを心から御礼申し上げます。
　又記念講演では、小竹理事長から東京オリンピックにむけて、東京のシンボルとして“江戸城の再建”との夢のあるお話を伺いました、
当会の会員も大いに共感したと存じます。
　本日の交流会は、荻窪法人会が東京で1番の組織率を達成した祝賀会も兼ねておりますので、楽しくご懇談をいただくことをお願い申し
上げ交流会の挨拶とさせていただきます。」

桜の下でお酒もすすむ

あいさつする小竹会長 東法連加入率1位を記念し鏡割り

水島名誉会長による乾杯 田中杉並区長の祝辞
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第 5 ブロック 5B LOCK

第5ブロック　第10回ゴルフ大会 第5ブロック 副ブロック長 田辺一郎

半年前、最後のゴルフ会と言ったのですが、切りよく第10回で

平成26年5月20日第5ブロックゴルフ大会を開催しました。半年前、十数人しか集まらないゴルフコンペなら止めましょうと言っていたので
すが、次回は記念すべき第10回だからと開催してしまいました（ 汗）。

今回も前回同様、往復貸切バスにて「らくらくゴルフパック」です。荻窪駅を6時30分に出発し、プレー終了後、帰りのバスにて表彰式＆
懇親会を催し、18時前には荻窪駅解散でした。今回は、前回よりも大勢集まり、急遽大きなバスに変更！予算をオーバーしてしまいましたが、
嶋ブロック長の温かいお言葉で帳尻を合わせて頂きました。感謝！感謝！です。

ゴルフ場は、前回同様、私の大学の先輩が経営する群馬県の「21センチュリークラブ富岡コース」です。ここは、みなさんご存知の富岡製
糸場の直ぐお隣なんです。先輩は、群馬サファリパークも経営していますので、みなさん是非行ってあげて下さいね。

第5ブロックのゴルフ会はいつも晴天。雨に降られたことなんて一度もありません。5ブロックはほんと良い子の集まりです（ 笑 ）
さて、今回はきっと最後なので成績を載せてしまいましょう。K会長は88。S副会長は84。Sブロック長は91。大先輩のSさんは92。H支

部長は95。I支部長は86。T会計幹事は97。前回遅刻したO工務
店の社長も99。応援に駆け付けてくれたT組織委員長は85。みな
さん凄いと思いませんか？みなさん二桁スコア―なんです。えっ？ネ
ットのスコア―？いやいや違います、本当にグロスのスコア―が皆さ
ん二桁なんです。そんな簡単なゴルフ場ではないのですけど・・・よ
っぽど一緒に回るメンバーに恵まれたのでしょう。良かった良かった、
幹事をやって良かったと思うひとときでした。

帰りのバスの中での表彰式は、小竹会長から頂いた豪華賞品、
会で用意したちょっとした商品、そしてゴルフ場から頂いた地元名産
品などを各賞に割り当てさせて頂き、みなさん大喜びです。そして、
平井副ブロック長に用意して頂いたセブンイレブンのお酒やおつま
みとおにぎりやサンドイッチを頂きました。少ない予算でこれだけご
提供して頂いた平井副ブロック長にも感謝！感謝！です。前回にもま
してみなさん酔っぱらってご機嫌でした。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

第 3 ブロック 3B LOCK

第3ブロック　ブロック・支部合同総会 第3ブロック 副ブロック長 矢澤規充

平成26年度ブロック・支部合同総会開催される

　4月21日（ 月）午後6時から荻窪タウンセブン8階において、平成26年度  第3ブロック ブロック・支部合同総会が開催されました。定刻
の午後6時、第11支部から第15支部が各々の支部長の下、支部総会を行い、すべての支部が滞りなく総会を終えると、第3ブロックの総会
開会となりました。
　北川昭秋副ブロック長の司会、開会挨拶に続き、榊原昭ブロック長の挨拶があり、荻窪法人会が加入率で東法連第1位を獲得した報告
と支部の皆様のご努力に対して謝辞を述べられました。議長には榊原ブロック長が選出され、第1号議案から第4号議案まで各議案につき、
各担当者から明瞭かつ的確な報告及び計画が説明され、すべての議案が満場一致の議決をもって承認されました。
　議事終了後、午後7時前に渡辺寛副ブロック長の閉会の言葉があり、平成26年度  第3ブロック ブロック・支部総会は閉会となりました。
続いて、隣接会場にて懇談会が開催されました。
　懇談会では司会を岡博之第12支部長が務め、鹿野修二第3ブロック担当副会長の挨拶と乾杯で、総会の時とは変わり賑やかで楽しい
会員同士の懇談が行われました。終盤、出席者の中で前年度入会された方々をご紹介し、宴たけなわの午後7時50分頃私、矢澤の中締
めで終了いたしました。

総会の様子

参加者で記念撮影
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源泉部会 GEN S EN

野外研修会 源泉部会 副部会長 三澤次郎

源泉部会地域外研修会開催される

　7月9日（ 水 ）、荻窪法人会源泉部会の野外研修会が開催されました。
　早朝7時には会員17名、事務局1名の総員18名が杉並公会堂前に集合。今回の研
修は「リニア中央新幹線が及ぼす経済効果」と「食をテーマにした複合施設の地域活
性化」、「ウイスキー造りの技術と酒税」について幅広い知識を得ようとの声で計画され
たものです。研修先は都留市の「リニア見学センター」、大正・昭和時代の校舎を使っ
た北杜市の複合施設「おいしい学校」、南アルプス・甲斐駒ケ岳麓の「サントリー白州
蒸留所」の3箇所で東交観光バスにて山梨県下に向けて出発となりました。中央高速
に入ってからはお馴染みの税金クイズで脳細胞を目覚めさせて全員がしっかり学習した
後、リニア見学センターに到着。超電導技術の粋に驚嘆しつつ2045年に完成予定の
中央新幹線に全員が夢を馳せたのでした。
　そして郷愁の漂うおいしい学校ではイタリアンレストラン「ほのボーノ」でシェフ腕自
慢のパスタ、ピザ、牛ロースのソテーに舌鼓を打つとともに地元の複合施設による観
光客の集客力が地域に与える活性化などの話を聞いて学ぶことが出来ました。
　最後の研修先であるサントリーの高級ウイスキー白州蒸留所では原酒造りの仕込み
から発酵、樽に詰められてから深い眠りの熟成に至る過程の説明に感銘の声が上がり、
最後は最大の楽しみであった試飲コーナーにて風格のある味と香りを存分に堪能した
のでした。
　帰路につく頃には台風8号の影響による雨も降り始めましたが、車内はほろ酔い気
分の和気あいあいとした雰囲気の中で無事帰京。
　今回は初めて野外研修会に参加した会員もいて源泉部会40周年記念事業に向けた
会員相互の結束も強く結ばれたことにより、意義のある研修に終始した一日でありました。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

厚生事業委員会 KOS E I J I GYO

第3回ボウリング大会 厚生事業委員 小作力雄

楽しいスポーツ交流

　去る6月27日（ 金 ）、組織委員会、厚生事業委員会共催による、第3回ボウ
リング大会が荻窪ユアボウルにて開催されました。
　夕方6時30分スタート、2ゲーム合計スコアの戦い、ストライクがでては歓声
の声が上がり、ハイタッチで祝福しあい楽しい一日でした。
　終了後、表彰式・懇親会は会場を東信閣に移動、岸岡委員長の乾杯で懇
親会が始まり、結果発表、最下位より発表しながら賞品を受け取り、会場内の
ボルテージは最高潮となりました。スポーツを通した会員交流に、賞品をご提
供くださった企業、団体に心より感謝申し上げます。

［賞品提供企業（ 順不同）］
東洋時計（ 株 ）、（ 株 ）井口鉱油、保坂彫刻工業所（ 株 ）、（ 株 ）チャイルド社、
東京標識（ 株 ）、（ 株 ）アーバンファミリー、鳥羽建設（ 株 ）、（ 株 ）西部旭建装、
興振工業（ 株 ）、（ 株 ）ジェイコム東京　南エリア、大同生命保険（ 株 ）、AIU
損害保険（ 株 ）、アフラック

優勝者と柴田副会長 大会の様子

税制委員会 ZE I S E I

税制講演会 税制委員会

　平成26年3月26日（ 水 ）、法人会2階会議室にて税
制委員会主催の「税制講演会」が開催されました。荻
窪税務署資産課税部門の梶原百合子上席調査官を講
師にお招きし、『改正相続税について～相続税はこう変
わる～』というテーマで講演頂きました。20名の会員の
皆様が参加され活発な質問がされました。

講演会の様子

見学の様子

山梨県リニア見学センターにて
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ブロック・支部・委員会・部会からの報告

青年部会 SE I N E N

租税教育 青年部会 組織委員 久保美穂子

今年もハロー西荻イベントにおいて、租税教育を行いました

　5月25日（ 日）に、今年で3回目の参加となったハロー西荻イベント
において、租税教育を行いました。
　荻窪税務署に作って頂いた税金クイズは、消費税やゆるきゃらなど、
今話題の時事を盛り込んで頂いたため、子供も大人も真剣にかつ楽し
くクイズを解いていました。「税金って何？」と低学年の子供に聞かれる
ことがありましたが、この機会に「税金」の存在を知る子供が増えたと
いうことであり、この租税教育が有意義なものになっていると思います。
　昨年までは、子供たちに来てもらえるのか不安があったため、積極
的に声掛けを行って立ち寄ってもらったりしたのですが、3回目となる今
年は、強く呼びかけを行わなくても来てもらえるようになり、このイベン
トの恒例ブースと成れたように感じます。
　荻窪税務署からは、塩田副署長、今村第1統括官、岡田審理上席
調査官にご来場頂きましてありがとうございました。
　来年以降も、租税教育事業として、地域貢献事業として、活動して
行きたいと思います。

参加者で記念撮影

イベントの様子

女性部会 JOS E I

女性部会「楽しい研修会」 女性部会 副部会長 渡辺明子

熱海のホテルニューアカオにて

　女性部による「楽しい研修会」を6月13日（ 金 ）に熱海のホテルニューアカオにおい
て20名の参加者を得て実地いたしました。女性部会には前日まで大雨でも当日は晴
天になるというジンクスがあり、今回も当日は晴天そのもので、初島、大島、房総半
島までくっきり見えるすばらしい天気に恵まれました。東海道線で熱海に向かいました
が、道中いろいろな話題で盛り上がり本当に愉快な車中でした。
　ホテルニューアカオでは20万坪もあるハーブ＆ローズガーデンをのんびりと花を愛で
ながら散策し、ハーブ工房では買い物を楽しみました。
　綺麗な海を見ながらおいしいフランス料理を味わった後、当法人会の先輩である野
村総業の会長さんによる「野村一男のよもやま話」の講演をしていただきました。人生
で一番大事な事は明るい家庭を作り、趣味を持って健康に気を付ける事、健康寿命
が男性70歳、女性73歳と言われていますが、人とたくさん関わり、よく話し、よく笑っ
てあまり怒らない事で健康寿命を長く保つ事ができる等、楽しい講和を頂きました。
　日帰りの方とホテルに一泊される方とおりましたが、一泊される方は親会との合同研
修会に参加されました。非常に楽しかったので、またこの様な企画をお願いしますとの
ご希望を多数頂きました。これからもいろいろな企画をしていきますのでご参加ください。

女性部会 JOS E I

全国女性フォーラム香川大会 女性部会 会計 高橋美保

全国女性フォーラム香川大会に参加して

　平成26年4月10日、全国女性フォーラムが香川県高松市のサンポートホール高松で行われました。
参加者は織茂部会長、渡辺副部会長、高橋の3名。往路始発、帰路は最終便という強行軍でしたが、
全国から1600人もの女性が集まり活気ある大会となりました。まず14時から、日本少林寺拳法連
盟会長の宋由貴氏による記念講演が「しなやかな人間力」と題して行われました。ネット社会の今
日、人間関係が希薄になり、様々な問題が起こっている、少林寺拳法を通じて、素晴らしい人間関
係を作っていきたい。女性は進化することは得意、共に未来に向かってがんばりましょう、と力強い
内容に皆さんうなずきながら聞き入っていました。続いての式典は樋口香川県連女連会長の歓迎の
言葉に始まり、来賓挨拶と続き、事例発表では各支部の活動がビデオで紹介され、参考になりまし
た。次回開催地は福岡。どんな大会になるのか楽しみです。懇親会では、長旅の疲れと緊張も解け、
皆さん和気あいあいと過ごしていました。長い一日でしたが、充実した時間を過ごすことができました。

参加者で記念撮影

参加者で記念撮影

天気にめぐまれ 講演「野村一男のよもやま話」の様子
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荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohoj inkai . jp

よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから
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